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経常収支比率 財政力指数 実質収支比率

　

平
成
29
年
度
決
算
が
９
月
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
名
久
井
岳
と
馬
淵
川
に
抱
か
れ
、
自
然
・
環
境
・
福
祉
に
恵
ま
れ

た
交
流
の
ま
ち
」
を
目
指
し
、「
総
合
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
な
が
ら
、

緊
急
・
重
点
事
業
の
選
択
と
、
諸
経
費
の
節
減
合
理
化
に
努
め
る
な

ど
、
財
源
の
重
点
的
か
つ
効
果
的
な
予
算
執
行
に
努
め
ま
し
た
。
そ

の
決
算
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一般会計の歳入は 103 億 7,401 万円。前年度に比べて 3.4％の
減となりました。

財
政
分
析
の
参
考
に
な
る
財
政
指
標

の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

5.6％0.2884.7％
（昨年度より 0.9 ポイント増）（昨年度より 0.1 ポイント増）（昨年度より 0.1 ポイント増）

歳入から歳出を
差し引いた差額か
ら翌年度に繰り越
すべき一般財源を
控除した額（実算
収支）の標準財政
規模に対する割合。
3％から 5％が妥当
とされています。

通常必要とする
支出額に対し、標
準的に収入される
町税などの割合で、
数値が大きいほど
財政的に余裕があ
ることを示す指数。

町税や交付税な
どの経常的一般財
源収入に人件費な
ど の 経 常 経 費 が、
どの程度占めてい
るかを表す比率で、
財政構造の弾力性
を判断する指標で
す。80％以下が健
全とされています。

町民一人あたりに納めていただいた町税の額　86,035 円
（町税 15 億 9,071 万円÷平成 30 年３月末人口 18,489 人）

町税（15.3%）15億9,071万円

繰越金（1.0%）1億132万円
諸収入（1.5%）1億5,690万円
繰入金（1.1%）1億730万円

その他収入（4.1%）4億2,765万円地方交付税（49.7%）
51億5,472万円

国・県支出金（14.8%）
15億3,354万円

地方譲与税・交付金（4.5%）
4 億6,961万円

町債（8.0%）
8億3,226万円 歳入

自主財源（町税や町の施設使用料、手数料など、
町が自ら徴収できる財源です。）

町民税	 ５億 9,759 万円
固定資産税	 ８億 4,205 万円
軽自動車税	 6,346 万円
たばこ税	 8,761 万円

【内訳】

依存財源（国が自治体に交付する地方交付税や、
国・県などからの補助金などです。）

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決
算

町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
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標準財政規模借入金の残高基金残高

一般会計の歳出は 99 億 8,594 万円。前年度に比べて 3.9％の減となりました。

69億8,764万円
（昨年度より 2 億 7,124 万円減）

地方公共団体の標準的な状
態で、通常収入されるであろ
う一般財源の規模の大きさを
示す指標で、各収支比率等の
財政指標の分母となる数値。

返済が２年以上にわたる借入
金を地方債といいます。借入金
の残高は、町が発行する地方債

（借金）の年度末時点における
未償還元金の残高合計額です。

基金には、財源不足を補うた
めの財政調整基金や地方債の返
済を計画的に行うための減債基
金などがあります。

町民一人あたりに使われた額　540,102 円
（歳出額 99 億 8,594 万円÷平成 30 年３月末人口 18,489 人）

その他（商工費など）（4.2％）4億2,458万円

歳出
（目的別）

歳出
（性質別）

民生費（27.7%）27億6,309万円

総務費（16.7%）16 億6,388万円

衛生費（7.7%）7億6,946万円

教育費（10.2%）10億1,986万円

普通建設事業費ほか（12.3%）12億2,473万円

物件費（9.7%）9億6,932万円

公債費（15.5%）15億4,809万円

扶助費（14.3%）14億2,885万円

人件費（13.2%）13億2,281万円

その他（維持補修費など）（1.6%）
１億 5,592万円

農林水産業費（5.9%）5億8,853万円

土木費（6.9%）6億9,259万円

消防費（5.2%）5億1,586万円

公債費（15.5%）15億4,809万円

繰出金（15.8%）
15億8,202万円

投資的経費
12.3％

経常的・その他の経費
44.7％

義務的経費
43.0％

100億円

80億円

60億円

40億円

20億円

200億円

100億円

28年度
100億8,483万円

28年度
174億3,510万円

一般会計
125億2,851万円

特別会計
49億659万円

財政調整基金
15億5,702万円

減債基金
31億2,395万円

その他基金
54億386万円

29年度
106億5,787万円

29年度
166億7,715万円

一般会計
119億2,156万円

特別会計
47億5,559万円

財政調整基金
17億9,720万円

減債基金
31億2,733万円

その他基金
57億3,334万円

積立金（4.4%）
4億3,504万円

補助費等（13.2%）
13 億 1,916万円
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協働と参画により町民が主役となるまち
地域振興基金の積立	 2 億 1,130 万円
自治振興事業	 7,845 万円

平成 29 年度に実施した主な事業を、総合振興
計画の基本方向に分けてお知らせします。

産業振興で活力と交流に満ちたまち
農村整備事業	 5,610 万円
農業振興事業	 9,456 万円
観光施設管理事業	 １億 5,401 万円
商工業振興事業	 3,796 万円
観光振興事業	 4,422 万円

環境と共生して幸せを実感できるまち
下水道事業繰出金	 ３億 1,839 万円
環境整備事務組合負担金	 ３億 538 万円
ゴミ収集運搬事業	 3,958 万円
公園管理事業	 1,045 万円

保健・医療・福祉が充実して安心・安全・快適に暮らせるまち
老人福祉事業	 ７億 4,697 万円
児童福祉事業	 ７億 5,445 万円
障害者福祉事業	 ６億 60万円
健康診査・予防接種事業	 9,429 万円
道路橋りょう新設・維持改修事業	 ３億 5,266 万円
町営住宅管理・建設事業	 １億 3,914 万円
消防・防災事業	 ５億 1,586 万円
災害対策事業	 2,022 万円
地域交通対策事業	 8,924 万円

明日を担う人を育て一人ひとりの個性を活かすまち
小・中学校管理、教育振興事業	 3 億 8,083 万円
保健体育施設管理運営事業	 6,225 万円
公民館等管理運営事業	 4,709 万円
文化財保護事業	 7,651 万円
幼稚園管理運営事業	 8,103 万円
語学指導外国青年招致事業	 920 万円
中学生海外研修事業	 914 万円

計画的・効率的な行財政運営を目指すまち
公共施設整備基金の積立	 2 億 2,032 万円
地籍調査事業	 4,841 万円

一般会計の主な事業と決算額

南部さんの家計簿 南部町の一般会計決算を 2,000 分の 1 にして、架空の
南部さんの家計簿に例えてみました。

【歳入】 【歳出】

南部さんの家庭では、家族で稼いだお金（町税・使用料等）だけでは支出のすべてをまかなうことができない
ため、親からの援助（地方交付税等）や借金（町債）で生活している状態にあります。

収入は、今後も減っていくことが予想されるため、電化製品（建設事業費）の購入や住宅等ローン返済（公債費）
を増やさず食費（人件費）などを節約しながら支出を抑えていくことが必要です。

項目 金額 決算上の区分

食費 661,404 円 人件費

医療費 714,423 円 扶助費

住宅等ローン返済 771,302 円 公債費

生活費 1,151,264 円 物件費、補助費等

仕送り 793,755 円 繰出金

貯金・株式投資 217,521 円 積立金ほか

家の修繕費 81,293 円 維持修繕費、
災害復旧費

電化製品の購入 602,007 円 普通建設事業費

合計 4,992,969 円

項目 金額 決算上の区分

給与収入 795,354 円 町税

パート収入及び
賃貸収入 111,669 円 使用料及び手数料

財産収入ほか

親からの援助 3,578,934 円 地方交付税、国・県
支出金、交付金等

貯金取り崩し 53,649 円 繰入金

借金 416,130 円 町債

雑入 180,609 円 諸収入、寄付金

繰越金 50,658 円 繰越金

合計 5,187,003 円
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健全化判断比率とは、町の財政状況の健全度を示
す比率で、早期健全化基準の範囲内で運営すること
が望ましいとされています。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率とも黒字のため、
　「－」表示としています。

※すべての会計とも黒字で資金不足比率が算定されないた
　め、「－」表示としています。

【実質赤字比率】
　普通会計で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります。）

【連結実質赤字比率】
　町全体で、どれくらい赤字があるかの比率です。
　（歳入より歳出が多ければ赤字となります。）

【実質公債費比率】
　借金の返済に充てて支払っている額の比率です。

【将来負担比率】
　将来負担しなければならない借金などの比率です。

資金不足比率とは、普通会計などの実質赤字に相当
するもので、公営企業会計ごとに資金の不足額が事業
の規模に対してどの程度あるかを示すものです。

平成 29 年度決算に基づく健全化判断比率および
資金不足比率は、いずれも健全であることを示
しています。

区　　分 健全化判断比率 早期健全化基準

実質赤字比率 − 14.05％

連結実質赤字比率 − 19.05％

実質公債費比率 8.6％ 25.00％

将来負担比率 − 350.00％

区　　分 資金不足比率 経営健全化基準

病院事業会計 − 20.0%

公共下水道事業特別会
計 − 20.0%

農業集落排水事業特別
会計 − 20.0%

町営地方卸売市場特別
会計 − 20.0%

健全化判断比率等の公表

特別会計決算

健全化判断比率 資金不足比率

「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」
に基づき、町の財政状況を判断するための指標
を公表します。

　特別会計とは、特定の事業を行うために、一般会計とは別にして、経
費を管理するための会計です。特別会計決算状況をお知らせします。

会計名 歳入額 前年比（％） 歳出額 前年比（％）

学校給食センター特別会計 1 億 6,434 万円 △ 1.6 1 億 6,434 万円 △ 1.6

農林漁業体験実習館事業特別会計 8,654 万円 19.0 8,650 万円 19.0

国民健康保険特別会計 27 億 9,141 万円 △ 1.8 27 億 7,049 万円 △ 1.0

介護保険特別会計 27 億 814 万円 △ 1.9 26 億 4,855 万円 △ 3.2

介護サービス事業特別会計 3,084 万円 4.5 3,084 万円 4.5

後期高齢者医療特別会計 1 億 9,630 万円 2.5 1 億 9,617 万円 2.4

病院事業会計 10 億 6,581 万円 △ 7.9 10 億 7,813 万円 △ 23.4

公共下水道事業特別会計 2 億 3,886 万円 18.4 2 億 3,886 万円 18.4

農業集落排水事業特別会計 3 億 112 万円 13.2 3 億 112 万円 13.2

町営地方卸売市場特別会計 32 億 674 万円 △ 5.8 32 億 442 万円 △ 5.8

介護老人保健施設特別会計 3 億 6,625 万円 △ 4.8 3 億 6,581 万円 △ 1.5

大字上名久井財産区特別会計 5,226 万円 3.8 91 万円 51.7

大字平財産区特別会計 410 万円 324.5 20 万円 25.2

大字平字下平外 14 字財産区特別会計 1,866 万円 △ 2.3 240 万円 △ 5.0

大字下名久井字田端外 17 字財産区特別会計 3,154 万円 △ 3.2 353 万円 14.1

大平財産区特別会計 235 万円 7.4 50 万円 54.5

名久井岳財産区特別会計 2,844 万円 0.7 246 万円 2.9

合　　　　　計 112 億 9,370 万円 △ 2.7 110 億 9,523 万円 △ 4.8
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七踊り　子どもの部優勝
下村実空さん

七唄　小学生の部優勝
向平美琉さん

七踊り　大人の部優勝　川守田敦生さん

受賞を喜ぶ名川チェリーセンター101人会の代表者 受章を喜ぶ南部町赤十字奉仕団の皆さん

名川チェリーセンター 101 人会（河門前啓子

会長）が、日本協同組合学会から実践賞を受賞し、

10 月１日、代表者 3 人が報告のため役場本庁舎

を訪れました。

会員全員が農家女性からなる同団体は、加工品

の開発・販売を中心に活動。地域農業の振興や都

市農村交流事業への取り組みを通じた地域づくり

への貢献が評価され、今回の受賞に至りました。

河門前会長は「これからも会員一同、一致団結

して活動を続けていきたい」と笑顔で話しました。

日本赤十字社青森県支部創立 130 周年記念大

会で受章した、南部町赤十字奉仕団（新井山美智

子委員長）に社長感謝状が、団員の平田恵美子さ

ん（剣吉）、掛端麻美子さん（上名久井）、川村綾子

さん（斗賀）に銀色有功章が伝達されました。

今回の受章は、長年にわたる地道なボランティア

活動と、地域に根差した赤十字活動に尽力した

功績が認められたもので、新井山委員長は「これか

らも協力団体との連携を密にして、地域の力になっ

ていきたい」と抱負を語っていました。

９月 23 日、南部七唄七踊り全国大会が楽楽ホールで

開催され、町内外の 56 人が 3 部門で日頃の稽古の成果

を競い合いました。

当町名川地区が発祥の地で、多くの人に親しまれなが

ら数百年以上の歴史がある、“南部手踊り”。

七踊り大人の部では、「南部馬
う ま か た さ ん さ が

方三下り」を踊った名

久井農業高校３年生の川守田敦
あ つ き

生さんが優勝しました。

４年前の七踊り子どもの部で優勝している川守田さん

は、今年初めて大人の部に参加。しなやかさと力強さあ

る動きが観衆を魅了しました。

川守田さんは「支えてくれた家族や応援してくれた

方々、何より師匠のおかげで優勝できたと思う。高校卒

業後は地元に就職し、これからも踊りを続けていきたい」

と話しました。

中学生以下による七踊り子どもの部では、南部都
ど ど

々逸
い つ

を踊った下村実
み く

空さん（八戸市）が優勝、七唄小学生の

部では、「南部馬方三下り」を唄った向平美
み る

琉さん（五

戸町）が頂点に輝きました。

南部七唄七踊り全国大会

名川チェリーセンター101人会が受賞 南部町赤十字奉仕団に感謝状

南部人の活躍をお伝えしますキラリ南部人

産直店として地域づくりに貢献 長年にわたり赤十字事業へ貢献

七踊り大人の部　川守田敦生さんが優勝（名農高３年）
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フォトハイライト －アトラクションー

88 歳の夫婦への顕彰状の伝達 「イサバのカッチャ」と
笑顔で記念写真

南部町敬老会

3,655人の長寿を祝う

10 月３日、南部町敬老会が町民体育館で開催さ

れ、町内の 75 歳以上 3,655 人の長寿を祝いました。

式典では、工藤町長が「保健、医療、福祉の充実

を図っていきます。これからも、心身ともに健康で、

元気に長生きしてください」とあいさつ。続いて、

今年度 100 歳を迎えられた方と 88 歳の夫婦に国や

県から顕彰状などが伝達されました。

式典後のアトラクションでは、タレントの十日市

秀悦さんが「イサバのカッチャ」にふんして元気い

っぱいに登場。コミカルな歌や踊りが披露され、会

場は笑いと笑顔に包まれました。

続いて、福地保育園とチェリー保育園の園児たち

がお遊戯を発表し、「いつまでも元気で長生きして

ください」と温かいメッセージを贈りました。

出席した 535 人は、食事や会話を楽しみながら、

ゆったりと時間を過ごしていました。

県内最高齢ドライバー熊谷さん（平）

運転免許証を自主返納

県内最高齢ドライバー、103 歳の熊谷正一さんが

運転免許証を自主返納し、10 月 2 日、三戸警察署（杉

山肇署長）から運転経歴証明書の交付を受けました。

ドライバー歴は通算 80 年にも上る熊谷さんは、

2 年前に適性検査をクリアし、免許証を更新。最近

になり動きの衰えや反応の遅れから、運転への不安

を感じ、免許証の返納を決断しました。

同署管内での免許証自主返納者は今年 9 月時点で

72 人。杉山署長は「高齢者の運転による事故は年々

増加している。運転への不安がよぎった場合は返納

を考えてもらいたい」と話しました。

①運転経歴証明書交付手数料（1,100円）を補助

警察署で運転免許を返納するとき、「運転経

歴証明書」の発行申請を希望する際にかかる

発行手数料を助成します。

②「多目的バス」「なんぶ里バス」は無料乗車

バスに乗車した際に、運転手へ「運転経歴証

明書」を見せると、無料で乗ることができます。

③「達者村宅配サービス」年会費を補助

南部町商工会が行う「達者村宅配サービス会

員」の年会費を助成します。おらんど館（☎

0178-51-6141）へ申し込む際に、「運転経歴

証明書」を見せると、年会費が無料になります。

詳しくは住民生活課（南部分庁舎）

☎ 0179-34-2509 までお問い合わせください。

「さびしさはない。
これで一安心」と
心境を語り、笑顔
で証明書を見つ
める熊谷さん。

町では３つの支援で運転免許の
自主返納を推進しています

TOWN TOPICS まちの話題
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熱心に野球指導をする高橋尚成さんパノラマ観光果夢園で説明を受ける研修団

美しいハーモニーが会場を包みました 農園をパトロールしながら看板を設置する隊員たち

農村地域の 6 次産業化や活性化に向けた取り組

みを学ぶため、9 月 3 日から青森県を訪れたアフ

リカ 6 か国青年研修団 8 人が、9 月 6 日、7 日の

日程で南部町を訪問しました。

一行は、6 日に南部町と十和田市に分かれ農家

民泊を行い、受入農家との交流を深めました。

7 日には、白華山法光寺や町内の農産物販売施

設を視察したほか、町内の観光農園を訪れりんご

狩りを体験し、園主からの果樹栽培や観光農園の

経営についての話に熱心に耳を傾けていました。

メジャーリーグなどで活躍した元プロ野球選手の

高橋尚
ひ さ の り

成さんによる野球教室が、９月 23 日ふるさ

と運動公園野球場で開催されました。

参加した地元の小中学生 13 人は、高橋さんに

指導を受けながらキャッチボールや素振り、ノック、

町野球協会との練習試合などを行いました。

投手として活躍した高橋さんは、「コントロール

の重要性」についてアドバイス。投球フォームや腕

の振り方などについて指導し、参加者たちは憧れ

のプロの技を熱心に学んでいました。

10 月 2 日、南部町音楽会が楽楽ホールで開催さ

れ、町内の小学 6 年生と中学 1 年生をはじめとし

た来場者が、ピアノとドリマトーンの美しい音色に

聞き入りました。

演奏会では、国内外で活躍している森知英さん、

渋谷かおりさん、藤田純子さんがクラシックなどの

9 曲を披露し、会場を魅了したほか、児童生徒が

プロの演奏に合わせて各校の校歌を歌いました。

最後は合併 10 周年記念歌「3 つの花」を全員で

斉唱し、のびやかな歌声が会場に響き渡りました。

10 月 12 日、町防犯協会（工藤岩三会長）と

三戸地区防犯指導隊南部支隊（土屋昌夫支隊長）、

三戸警察署（杉山肇署長）が、りんごの盗難防止

を目的にパトロールを開始しました。

南部分庁舎前で行われた出動式では、土屋支隊

長が、「生産者が精魂込めて作ったりんごを守る

ためパトロールに出動する」と力強く宣言。

その後、参加者は各地区の農園を回り、立て看

板の設置をしました。今後は、11月末頃まで夜

間パトロールを中心に活動を行っていきます。

まちの話題

元プロ選手の技術を学ぶ
少年野球教室を開催

グリーン・ツーリズムを体験
アフリカ諸国青年研修団が来庁

プロの演奏が会場を魅了 
第 13 回南部町音楽会

りんご盗難防止へ強く決意 
りんご盗難防止パトロール出動式
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充実感ある笑顔を見せる受賞者たち

よりよい消費社会に向けた提言をする阿南さん展示作品の鑑賞を楽しむ来場者

10 月 22 日、「達者村花壇コンクール」の表彰式

が町長室で行われ、工藤町長から表彰状と副賞の

肥料が２部門の受賞者に手渡されました。

工藤町長は「彩り豊かな花々に温かい気持ちにな

りました。ありがとうございます」とあいさつ。

自身が代表を務める団体「ボンジュール」（花壇

部門）と個人（プランター部門）で両部門の最優秀

賞に輝いた河門前啓子さんは、「種から育てた花も

あり大変だったが、楽しく活動できた。これからも

綺麗な花を育てていきたい」と喜びを話しました。

今月の表紙を飾った、町内のサッカークラブ

「ヴィトリーア南部ＦＣ」ではクラブ員を募集し

ています。

同クラブは、児童数の減少等により各小学校単

位での活動が困難な状況のなか、サッカーを続け

たいという子どもたちの強い思いから平成 24 年

に発足。現在、小学 1 年生から６年生までの 26

人が活動しています。

サッカーを通じて、友達の輪が広がり、コミュ

ニケーションの幅も広がります。男女問わず募集

していますので、興味のある人はお気軽にお問い

合わせください。

問合せ　ヴィトリーア南部ＦＣ　

　　　　代表  坂本真二　☎ 090-4552-8166

10 月 18 日、「消費者フォーラム in 南部」が楽

楽ホールで開催され、参加した約 100 人が身の周

りの消費者問題への対策などについて学びました。

フォーラムでは、元消費者省長官の阿南久
ひ さ

さん

が、電話勧誘や訪問販売、ネット通販等におけるト

ラブルの事例を紹介。消費者としての権利と義務

があることを学び、理解したうえで行動することの

重要性や、消費者被害に合ったときは一人で悩ま

ず、家族や仲間に相談することの大切さを呼び掛

けました。（消費者ホットライン ☎１８８）

10 月 6 日と 7 日の 2 日間、南部町文化協会作

品展が剣吉公民館で開催され、“芸術の秋” を楽し

む多くの来場者でにぎわいました。

ホールには、生け花や写真、織物、写経など、

13 団体の創作品がずらりと並び、来場者は力作の

数々を丁寧に鑑賞していました。また、ロビーでは、

「名川秋まつり」の撮影動画が上映されました。

ゲーム感覚で気軽に楽しめるスポーツ吹矢体験

や紙芝居コーナーも好評で、親子連れらが笑顔で

楽しんでいました。

TOWN TOPICS

彩り豊かな花壇づくりに感謝 
第 12 回達者村花壇コンクール表彰式

集まれ！サッカー少年・少女 
「ヴィトリーア南部ＦＣ」クラブ員募集

一人で悩まず相談を
消費者フォーラム in 南部

多彩な作品が来場者を魅了 
南部町文化協会作品展
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11月は児童虐待防止推進月間
～未来へと命を繋ぐ１８９（いちはやく）～

子育て通信
おいでよ！子育て支援センター

福地保育園　　　　　　　　☎ 0178-51-9756

わくわくひろば（体験活動）
金曜日／９時30分〜11時

11 月 ９日　ままごとであそぼう

11 月 16日　お誕生会

11 月 30日　運動あそび

12 月 ７日　お絵かきしましょう

つどいのひろば（自由活動）
水曜日／９時30分〜11時

11 月 ７・14・21・28 日
12 月 ５日　

子育てサークルにこちゃんクラブ
月曜日／10時〜12時

11 月 ５・12・19・26 日　
12 月 ３日

なんぶ保育園　　　　　　　☎ 0179-23-0505

こすもすクラブ（体験活動）
水曜日／９時〜12時

11月 ７日　ダンボール箱あそび

11月 14日　ペットボトルで
　　　　　 おもちゃ作り

11月 21日　お誕生会

サークルちびこす（自由活動）
火・木曜日／９時〜14時

11月６・８・13・15・20・22日

チェリー保育園　　　　　　☎ 0178-51-8585

ぴっぴクラブ（体験活動）
木曜日／９時〜11時

11月 10日（土）おゆうぎ会の見学
11月 15日　製作・千歳飴袋
11月 22日　シアター＆お絵描き
11月 29日　誕生茶話会
12月 ６日　スタンプあそび

ぬくぬく（自由活動）
月・水曜日／９時30分〜11時

11 月 12・14・19・21・26・28 日
12 月 ３・５日

子育て支援センターは、幼稚園や保育園に通っていない
子どもなら、だれでも参加できます。

子育て相談や園庭の開放、絵本やビデオを貸し出してい
ますので、気軽にご利用ください。

　虐待は核家族化、家庭内不和、経済的問題、
子どもの育てにくさ、保護者の体調など、さ
まざまな要因が絡み合って引き起こされると
考えられます。

【児童虐待とは】

　虐待を受けていると思われる子どもを見つ
けた時や、ご自身が出産や子育てに悩んだ時、
子育てに悩む親がいた時は、以下の窓口など
に連絡してください。連絡した人
の秘密は守られます。あなたの
一報で救われる子どもがいます。
＜相談連絡先＞　
▷児童相談所全国共通ダイヤル
　☎１８９（いち・はや・く）
　※近くの児童相談所につながります。
▷健康福祉課（健康センター）
　子育て支援班  ☎ 0178-60-7100

乳幼児健康診査、乳幼児健康相談  実施場所：南部町健康センター　問合せ：健康福祉課（健康センター）☎0178-60-7100

３歳児健康診査 実施日：11月 ８日（木）　対象H27.３月～H27.４月生まれ 受付12時00分～12時15分
２歳児歯科健康診査 実施日：11月15日（木）　対象H28.３月～H28.５月生まれ 受付12時15分～12時45分
乳児健康相談 実施日：11月27日（火）　対象H30.６月～H30.７月生まれ 受付13時00分～13時30分
１歳６か月児健康診査 実施日：12月 ６日（木）   対象H29.４月～H29.５月生まれ 受付12時15分～12時45分

医療機関名 曜日・受付時間 予約 その他
南部町医療センター 毎週　月・金曜日　 13時～13時20分 B型肝炎・ポリオ・MR・水痘 BCGは11月12日、12月10日
南部病院 毎週　水曜日　　　 13時～13時30分 全種類 BCGは行っていません。

川守田外科胃腸科 月・火・水・金曜日　9時～11時　15時～17時
木・土曜日　　　　　9時～11時 全種類 BCGは11月14日、12月12日

かわむら内科クリニック
月・火・木・金曜日　9時～11時30分　
　　　　　　　　　 14時～17時30分
水・土曜日　　　　　9時～11時30分

ポリオ

はらだクリニック 月・水・金曜日　　　9時～12時　15時～17時
火・木・土曜日　　　9時～12時 B型肝炎

※実施している予防接種の中で、予約が必要なものを記載しています。それ以外のものは、予約なしで受けられます。

乳幼児予防接種 実施している予防接種：Ｂ型肝炎・Hib・小児用肺炎球菌・四種混合・ＢＣＧ・ＭＲ・水痘・日本脳炎・ポリオ

身体的
虐待

殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、
激しく揺さぶる、やけどを負わせ
る、おぼれさせるなど

性的
虐待

わいせつな行為、性行為の強要、
性器を触る、触らせる、ポルノビ
デオを見せるなど

ネグレ
クト

家や車内に閉じ込める、食事を与
えない、不潔にする、病院に連れ
ていかないなど

心理的
虐待

暴言、無視、きょうだい間での差
別的扱い、子どもの目の前で家庭
内暴力（DV）など
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※現在、通園している園児の申込みについて（年長児を除く。）

　○保育施設（保育所・認定こども園（保育））の人

　　手続きについて 11 月中旬にお知らせします。町内の施設を利用している人には施設を通じて、町外施設を

　　利用している人へは郵送で、それぞれご案内します。

　○教育施設（幼稚園・認定こども園（教育））の人

　　手続きについては、現在通園している施設へお問い合わせください。

問合せ　保育所に関して　健康福祉課（健康センター ）☎ 0178-60-7100

　　　　幼稚園に関して　利用希望施設または学務課（南部分庁舎 ）☎ 0179-34-2587

保育料・児童館利用料・学童保育料等の徴収率の向上を図り、施設運営にかかる貴重な財源を確保すると

ともに、納付世帯と滞納世帯との不公平を是正していくため、徴収強化に取り組んでいます。

職員による夜間電話催告・個別訪問・支払相談・口座振替の促進・保育園における納付の勧奨のほか、

児童手当からの徴収、勤務先への給与照会、財産の差し押さえなどによる強制徴収も行います。

納付できない特別の事情がある人は、健康福祉課へご相談ください。

問合せ　健康福祉課（健康センター）　☎ 0178-60-7100

平成 31年 4月からの入園について、募集受付けを

開始します。希望する施設の入園に必要な書類を

準備のうえ、申込みしてください。

保育所・幼稚園等の
園児募集開始

保育料等納付のお願い

施設区分
支給認定の申請および施設の利用申込み

参考　町内にある施設
提出先 時期

保育施設
○保育所
○認定こども園
　（保育）
　※現在、町内には
　　認定こども園は
　　ありません。

健康福祉課
（健康センター）

福地サービス班
（本庁舎）

住民生活課
（南部分庁舎）

○申込書配布開始日
　平成30年11月 7 日（水）
○申込期間
　平成30年11月14日（水）から
　平成31年  1 月11日（金）まで

チェリー保育園（社会福祉法人  未萌会）

☎ 0178-51-8585
なんぶ保育園（社会福祉法人  未萌会）

☎ 0179-23-0505
福地保育園（社会福祉法人  青い海の会）

☎ 0178-51-9756

教育施設
○幼稚園
○認定こども園
　（教育）
　※現在、町内には
　　認定こども園は
　　ありません。

利用希望施設

※募集時期等については、各園
によって異なりますので、入
園希望者は利用希望施設にお
問い合わせください。

あかね幼稚園
（学校法人 高渕学園）

☎ 0178-76-1801

提出書類　○支給認定（現況）申請書兼保育利用申込書
　　　　　○利用者負担額（保育料）を決定するための書類  （平成30年1月1日に町内に住んでいる人は不要）
　　　　　　➡　市町村民税課税額がわかる書類（平成30年度所得課税証明書など）
　　　　　○世帯の状況を証明する書類
　　　　　○保育の必要な理由を証明する書類（幼稚園は不要）
　　　　　○個人番号と本人確認ができる顔写真付き書類（例：個人番号カード、個人番号カードと運転免許証）

※事由により提出する書類が異なりますので、詳しくは申込書の説明資料をご確認ください。
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【目標】 今よりも10分多く毎日動くこと
 「健康づくりのための身体活動指針（アクティブガイド）」より

今月のテーマ：「身体活動・運動」 ～南部町健康増進計画「第３次すこやか南部21」～

【問合せ】 健康福祉課（健康センター）
	 ☎ 0178-60-7100

私たち一人ひとりができること みんなでできること

運動の効果
★血管や筋肉の老化を予防し、心肺機能や筋力
を維持することで、がん・糖尿病・高血圧な
どの生活習慣病の予防になります。

★運動により脳が活性化され、思考や記憶力が
高まります。認知症予防効果が期待されます。

★骨をつくる細胞の働きを活発にし、骨を丈夫
にすることで、骨粗しょう症予防になります。

★気分転換やストレス解消などの精神的な安定
効果があり、うつや不安な気分の予防・改善
が図れます。

健康づくりに効果的な運動
　健康づくりに効果的な運動として、体内に酸
素をたくさん取り入れ、細胞を活性化して新陳
代謝を高める有酸素運動があげられます。
　その代表が「ウォーキング」です。有酸素運
動を始めてから15 分を経過すると運動のエネ
ルギー源としての脂肪が燃焼され始めます。で
きるだけ１回に 20 分は運動を継続することをお
すすめします。

運動時の注意点
○ 運動を始める前の準備運動、運動後の整理運動を必ず行いましょう。
　 けがの防止や疲労の回復に効果的です。
○ からだを動かす時は、少しずつ時間や運動強度を増やすようにして無理をしないようにしましょう。
○ 服装や靴は、体格や活動内容、環境や気候にあったものを選びましょう。
○ 運動中は、水分補給を欠かさないようにしましょう。
○ 正しい姿勢で行いましょう。
○ 体調がすぐれない時は、運動を中止しましょう。
○ 生活習慣病やその他の持病がある場合は、運動を開始する前に主治医や健康運動
　 指導士などの専門家に相談しましょう。

★日常生活の中で、意識して体を
動かすようにしましょう。

★運動の必要性を理解し、自分に
合った運動を継続しましょう。

★ウォーキングなど手軽にできる
運動に個人や家族で取り組み、
運動教室や介護予防教室、自主
グループ、サークルに参加する
など、身近な健康づくりの場を
広げていきましょう。

みんなで楽しく運動して健康になろう！

☝運動をする時間がとれない時は、こまめに
　動くことを意識して生活しましょう。

「すこやか南部」通信 パート7
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　エイズは、ＨＩＶ（ヒト免疫不全ウイルス）
に感染することでおこる病気です。エイズの
治療は飛躍的に進歩し、感染後の早期発見・
治療でエイズの発症を抑えることができます。
　保健所での相談・検査は匿名・無料です（要
電話予約）。希望により、性器クラミジア感染
症、梅毒の検査も同時に受けられます。
　詳しくは、電話または青森県庁ＨＰ「相談・
検査（青森県 STOP AIDS）」をご覧ください。

問合せ　三戸地方保健所　
　　　　☎ 0178-27-5700 （エイズ相談専用電話）

【ドメスティック・バイオレンス（DV）とは？】
　一般的に、夫や恋人、パートナーなどの親密な関係
にある（あった）男性から女性に対する暴力のことを
いいます。暴力にはさまざまな形があり、それらが重
なりあって女性の心と身体を傷つけます。
　ひとりで悩まずに、気軽にご相談ください。

【相談窓口】
▷配偶者暴力相談支援センター（青森県女性相談所）
　☎ 017-781-2000
▷配偶者暴力相談支援センター（三戸地方福祉事務所） 
　☎ 0178-27-4435
▷県警察本部警察安全相談室　　　　　　　　　　　
　☎ 017-735-9110

　健康センターでは、毎月定期的に健康相談を
開催しています。エアロバイクやルームランナ
ーなど、体験利用と使用方法の説明を行ってい
ます。運動を始めるきっかけづくりにぜひご活
用ください。

開催日　11月12日（月）、26日（月）
時間　13時 30 分 ～17時、
　　　17時 30 分 ～18時 30 分
場所　健康センター２階　運動指導室
内容　体組成計での体脂肪・筋肉量測定、血管年齢測定、	
　骨密度測定、血圧測定、保健師・栄養士による健康
　相談、運動器具体験、内臓脂肪測定（15時〜18時）
　※運動器具体験と内臓脂肪測定は要予約
費用　無料
問合せ　健康福祉課（健康センター）☎ 0178-60-7100

詳しくは、健康福祉課（健康センター）保健医療班☎ 0178-60-7100 までお問い合わせください。

【集団健診】受診を希望する際は、健康福祉課 保健医療班へ電話でお申し込みください。

【個別健診】受診を希望する際は、健診機関へ電話でお申し込みください。

対象地区 健診日 場所 受付時間 申込先

全地区
11月18日（日） 南部公民館

７時～９時
健康福祉課

☎0178-60-710012月２日（日） ゆとりあ

健診機関 電話番号 実施期間 受付時間
南部町医療センター ☎0178-76-2001

H30.5～H31.3

７時45分～８時

八戸西健診プラザ ☎0178-21-1717 ８時～10時30分
13時～14時

八戸市総合健診センター ☎0178-45-9131 ８時～11時
五戸町健診センター ☎0178-62-5510 H30.5～H31.2 ６時50分～７時35分

配偶者やパートナーからの暴力に
悩んでいませんか？

12月１日は
　　「世界エイズデー」

健康診査を受けましょう！ 　～ 後期高齢者医療制度に加入の方へ～

達者 de 健康相談 　～自分の健康が気になったらまず相談～
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12/２ なんぶりんご市 なんぶりんご市と同日開催
第９回　商工会ふれあいフェスタ

なんぶりんご市と同日開催
「ききリンゴ世界大会」参加者募集

11/17･18
ふくちジャックドセンター大収穫祭

工藤町長に目録を手渡す
中村副支部長㊧

　10 月 4 日、八戸法人会三戸支部 ( 松尾彰平
支部長 ) が町に図書カード 3万円を寄付してく
ださいました。同日は同支部の中村正寿副支部
長が工藤町長を訪れ、目録を手渡しました。
　町では読書推進
や図書館の利用促
進のために、大切
に使わせていただ
きます。

　贈答用から家庭用まで選りすぐりのリンゴ販
売や、鍋には欠かせない野菜の販売、お楽しみ
抽選会など盛りだくさん。
　町営市場会場では「せんべい汁」、町民体育
館前会場では「なべっこ団子」
の振舞（いずれも数量限定）
などもあります。

期日　12月２日（日）
場所　町営地方卸売市場および町民体育館前
時間　市場会場　9時～ 14時　　
　　　町民体育館会場　9時～ 15時
問合せ　農 林 課 ☎ 0179-34-3371
　　　　町営市場 ☎ 0179-22-0011

　商工会員による出店販売が行われるほか、タ
コ焼、バラ焼き等を格安で限定販売します。
　また、商工会青年部による、中学生を対象とし
た職場体験コーナー（９時 ～ 12 時）もあります。
事前申し込みが必要になりますので、南部町商工
会本所まで直接電話で申込みください。

期日　12月 2日（日）
場所　町営地方卸売市場
時間　9時～ 14時まで
問合せ　南部町商工会　
　　　　本　　所　☎ 0178-75-1133
　　　　南部支所　☎ 0179-22-0122

　NPO法人なんぶねっとでは、リンゴの味をき
き当てる「ききリンゴ」を開催します。
　入賞者に豪華景品もありますので、皆さんの
挑戦をお待ちしています。
日時　12月 2日（日）11時 30分～13時
場所　町営市場仲卸売場　特設ステージ
申込み・問合せ　NPO法人なんぶねっと　
　☎ 0178-76-3585 まで直接電話でお申し込
　みください。（11月 28日〆切）
※先着順で定員になり次第、募集を締め切りま
　す。定員 20人程度。

　果物、野菜の即売会を行います。また、特産
品の販売、せんべい汁やおにぎり等の飲食店コ
ーナーや 100 円野菜福袋（数量限定）もあり
ますので、お気軽にご来場ください。贈答用・
地方発送も承ります。

期日　11月 17日（土）
　　　　 ～ 18 日（日）
時間　９時～16時
場所　ふくちジャックドセンター前
問合せ　ふくちフレッシュ会　
　　　　TEL・FAX 0178-84-4520

　宝くじ助成金は、地域社会の健全な発展と
住民福祉の向上を図ることを目的に、町内会
などのコミュニティ活動への補助に使われま
す。
　今年は剣吉４地区連
合町内会が助成金 240
万円で名川秋まつりの
提灯 1,700 個を整備し
ました。

八戸法人会三戸支部が
町へ図書カード３万円を寄贈

宝くじ助成金240万円で
名川秋まつり提灯を整備
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必要書類 新規申請 継続申請 更新申請

耕作証明書
（300円） ○ ○ ○

使用者証発行
手数料

（400円）
○ — ○

返信用切手代
（450円） ○ ○ ○

免税軽油使用
者証 — ○ ○

使用機械販売
証明書 ○ — —

免税軽油の引
取り等に係る
報告書 【免税
軽油納品書添
付 （写し可）】

— ○ ○

印鑑 ○ ○ ○
返信用封筒 ○ ○ ○

南部町果樹放任園発生防止対策事業の申込受付

平成30年度用　農業用免税軽油の申請受付

町では、黒星病等の発生源となる果樹放任園発生防止対策を次のとおり実施します。

農業や畜産業を営む人が、作業用トラクター等に使用するために購入する軽油は、軽油取引税の免税
の対象になります。町は、農業用免税軽油の申請を次のとおり受け付けします。

受付期間　11月13日（火）～16日(金)
時間　９時～11時30分、13時～16時
場所　剣吉公民館　ホール
申請対象者　農作業に使用する機械を
　　　　　　持つ農家
免税額　１㍑当たり32円10銭

①継続：免税軽油使用者証の有効期限が
　　　　平成29年３月１日以後の人
②更新：免税軽油使用者証の有効期限が
　　　　平成29年２月29日以前の人

問合せ　▷農林課（南部分庁舎３階）
　　　　 　☎0179-34-3371
　　　　▷三八地域県民局県税部
　　　　　課税第一課
　　　　　☎0178-27-5111

対象となる園地
耕作者が高齢または不在等により、管理
がされていない（放置されている）園地で、
病害虫が発生し、周辺に感染のおそれがあ
る園地。
※自己所有（２親等以内）の園地は対象外 
　となります。

対象者
周囲に放任園や病害虫が発生している園地
があり、防除対策をしたい人

事業実施期間　
平成 30 年 6 月１日～ 平成 31 年 3 月 31日
※実施済みの園地を申請する場合は、提出
　書類が全て揃っている場合のみ該当とな
　ります。

対象となる作業
　伐採、抜根、排根、処分

対象となる経費
人夫賃および機械借り上げ料

（上限　45,000円／10a）
※18本/10aを基本とし、これを下回った
場合は1本あたり2,500円となります。

その他
園主との伐採交渉は事業の実施希望者が
行うことになります。

申込み
農林課に備え付けの申込書 （町ホーム
ページからもダウンロード可） に必要事
項を記入のうえ、伐採承諾書、出役簿（作
業日誌）、現地の写真（着工前、着工後）を
添付して、12月21日（金）までに、申込み
ください。

問合せ　農林課（南部分庁舎3階）
　　　　☎0179-34-3371
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《今月の新 刊》

≪おすすめセレクション≫

「イルミネーション設置」10月～12月

「親父のめへや」（体育祭・文化祭）

トップアスリートの疲労改
善法を初公開！
これを読めば、もう「疲れ
る」ことはなくなるはず
…！

秘密を抱えた青年と一匹の
相棒。二人の愛にあふれた
最後の旅物語。きっと涙し
ます。10 月 26 日（金）公
開映画原作。

仲良しのクマさんとヤマネ
君。お互いに内緒で贈り物
をしようとしますが…。
ふたりの思いやりに、心が
あたたまる絵本です。

◆読むだけどんな運動もできる子になる！
◆それでもがんばる！
　どんまいな赤ちゃんどうぶつ図鑑
◆マツコの何が“デラックス”か？
◆グラスバードは還らない
◆思い出が消えないうちに
◆影ぞ悲しき
◆ミッケ！３　クリスマス
◆どんぐりむらのいちねんかん
◆絶滅動物最強王図鑑

【図書蔵書検索システム】図書室の蔵書を検索できますので、ご活用ください。（URL：http://www.lib-eye.net/nanbu/）

水口　高志	 著

今泉　忠明	 著
太田　省一	 著
市川　憂人	 著
川口　俊和	 著
葉室　　麟	 著
ｳｫﾙﾀ ・ーｳｨｯｸ	 著
なかや みわ	 著
實吉　達郎	 著

「学校が地域住民にとってもコミュニティーの拠点
となる学校づくり」を柱とした地域に開かれた学校づ
くりを目指す本校は、平成 17 年の開校以来ＰＴＡ活
動が活発に行われています。
平成 22 年に全国ＰＴＡ連合会から個人表彰、平成

23 年に全国優良ＰＴＡとして文部科学大臣賞を受賞
しました。
ＰＴＡ活動の最大の目玉は「親父のめへや」です。

ＰＴＡ、後援会、ＯＢが中心になって露店の運営と屋
台販売を行ない、体育祭、文化祭の二大行事を盛り上
げます。文化祭では学年ＰＴＡによる喫茶、食堂、バ
ザーの運営も行われています。秋に行われる資源回収
は規模が大きく、取り扱える業者は限られています。
また、冬を彩るイルミネーションがランチルームや校
門周りに設置されます。得られた収益金は、子どもた
ちの教育活動や校舎や中庭、空中庭園の樹木や芝生の
管理といった教育環境整備に使われています。
地域や保護者の皆様、ありがとうございます。そし

て、これからもよろしくお願いいたします。

校長：小林　孝史　　生徒数：164名

「子どもたちの活動を支えるＰＴＡ活動」

名川中学校図書室１階（町民図書室）

図書室からのお知らせ
町民の皆さまはどなたでもご利用できます

休室日　 毎週月曜日・国民の休日・毎月第４金曜日
【問合せ】 名川中学校図書室１階　 ☎0178-76-3121

名川中学校
町の学校紹介　〜各校の特色ある教育〜
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寿司の美喜仁杯

若松男女
W優勝戦

蒲郡
一般戦

蒲郡
一般戦

蒲郡
一般戦

蒲郡
一般戦

桐生　マクール杯・
ドラキリュウ男女W優勝戦

桐生東京スポーツ杯・
ヘビー級王決定線

徳山GⅠ
徳山クラウン争奪戦

浜名湖GⅢ
マスターズリーグ
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オールレディース
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役立っています！ボートピアなんぶ交付金
チームユニフォームの購入により、クラブ員の卓球競技に対する向上心とクラブの
一体感を高めることができました。（まべち新風ジュニア卓球クラブ）
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　10 月上旬から中旬にかけて、平成 30 年産の
南部達者米が収穫されました。今年は生産者が
３人から６人に増えたことから、生産規模を拡
大し、栽培面積は 50a から 106a になりました。
　平成 30 年産米は 11 月 11 日から販売開始を
予定しています。

店頭販売
　町内　有限会社山金      （苫米地明土２番地）
　町外　よこまちストア（一番町店、田面木店）

イベント販売
　11 月 11 日（日）　よこまちストア（一番町店）
　11 月 18 日（日）　ユニバース　　　（福地店）

販売価格
　１㌔サイズ　 500円（税込み）
　２㌔サイズ  1,000円（税込み）

問合せ　農林課（南部分庁舎 3 階）
　　　　☎ 0179-34-3371

平成30年産 「南部達者米」 収穫　― 11月11日販売開始 ―
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行政相談・人権相談
期日　12月６日（木）
時間　13時～15時
場所　福地公民館、剣吉公民館
　　　南部公民館
問合せ
▷行政相談は総務課（本庁舎）
　☎0178-84-2111
▷人権相談は住民生活課（南部
分庁舎）☎0179-34-2509

12・1月の休日窓口開設日
期日　12月１日（土）、15日（土）　
　　　１月５日（土）、19日（土）
時間　８時15分〜12時
場所　住民生活課（南部分庁舎）
業務内容　住民票・印鑑証明書の
　　　　交付、印鑑登録

※平日は、予約制で18時まで窓口
　を開設しています。
問合せ　住民生活課（南部分庁舎）
　　　　☎ 0179-34-2509

南部町の人口と世帯数
（平成30年10月20日現在）

人　口　18,310人　（−34）
　男　　  8,708人　（−３）
　女　　  9,602人　（−31）　
世帯数　  7,463世帯（−10）

対先月比

秋の再生品提供

　八戸リサイクルプラザでは、不要
となった家具などを修理・再生して
展示しています。
　再生品は、抽選のうえ当選者へ
低価格で販売します。
申込期間　
　11月３日（土）～11日（日）
申込方法　八戸リサイクルプラザ
　に備え付けの申込用紙に必要事
　項を記入し、提出してください。
引き取り期間　
　11月17日（土）～25日（日）
※期間内に当選はがきと代金を持
　参してください。
問合せ　八戸リサイクルプラザ
　　　　☎ 0178-70-2396

事業主の皆さんへ　
町民税

　所得税の源泉徴収義務がある事
業主は、個人住民税（町民税と県
民税をあわせた地方税）について
も事業主が毎月支払う給与から税
額を天引きして納める「特別徴収」
が義務づけられています。
　対象は、前年中に給与の支払い
を受け、かつ当年の４月 1 日にお
いて給与の支払いを受けている従
業員です。
　事業主は、対象となる従業員の
分についての「給与支払報告書」
を１月末までに提出してください。
問合せ　
　▷三八地域県民局県税部
 　　納税管理課  ☎ 0178-27-5111
　▷税務課（南部分庁舎）
 　　☎ 0179-34-2586

語らいの会

　南部町精神障害者家族会「まべ
ちの会」では、精神に障がいのあ
る人の家族が集まり、自由に語ら
い交流しています。
　申し込みは不要です。興味のあ
る人はぜひお気軽に参加ください。
日時　11月17日（土）
　　　11時～13時30分
場所　南部老人福祉センター
問合せ  
　健康福祉課（健康センター）
　☎ 0178-60-7101

女性の人権ホットライン

　青森地方法務局および青森県人
権擁護委員連合会では、女性をめ
ぐる様々な人権問題の解決を図る
ための活動を強化するため、「女性
の人権ホットライン」強化週間を実
施します。
　強化週間中、平日の電話相談時
間を延長し、土・日曜日も電話相談
を行います。
実施期間　
　（1）11月12日（月）～16日（金）
　　　８時30分～19時
　（2）11月17日（土）～18日（日）
　　 10時 ～17時
電話番号
　女性の人権ホットライン
　☎ 0570-070-810

広告
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11 月18 日（日曜日）
南部町健康センター 9:00～12:00 
認定補聴器技能者がサポートします

｢聞こえにくさ｣を感じたら､
　　　　　　まずはご相談を！

認定補聴器専門店
メガネショップナカムラ
三戸町八日町33  0179（23）5433

読書のすすめ
「おはなし会」

　ハートフルライブラリーの皆さん
による読み聞かせです。
　事前申込みは必要ありませんが、
未就学のお子さんは保護者同伴で
お越しください。
日時　11 月 25 日（日）
　　　10 時 30 分～ 11 時
場所　名川中学校図書室１階　
　　　町民図書室
問合せ　町民図書室１階
　　　　☎ 0178-76-3121

家屋の新築・増築・
取り壊しをした人へ

　家屋の新築・増築・取り壊しを
した人は、固定資産課税台帳の
変更手続きが必要となりますので、
税務課までご連絡してください。
　なお、取り壊しをしても賦課期
日である１月１日現在で取り壊した
ことを確認できないときは、翌年
度も固定資産税が課税されますの
でご注意ください。
問合せ　税務課（南部分庁舎）　
　　　　☎ 0179-34-2586

生活排水対策講習会

　町民の母なる川である「馬淵川」
から採取した水の汚れなども調べ
ながら、水の大切さや、川や海を
汚さない方法を学びませんか。
日時　11月21日（水）
　　　13時30分～15時30分
場所　ゆとりあ
講師　土岐　泰氏【あおもりアース

レンジャー（青森県地球温暖化
防止活動推進員）】

申込・問合せ
　11月15日（木）までに住民生活課

（南部分庁舎） ☎ 0179-34-2761
まで電話で申し込みください。
　定員は先着 40 人。参加料無料。

陸上自衛隊高等工科
学校入校募集

受験資格　中学校卒業（見込含）
　　　　　17 歳未満の男子
募集人数　約 260 人
修業年数　３年
募集締切　
　平成 31 年 1 月 7 日（月）
一次試験
　平成 31 年 1 月19 日（土）
問合せ　
　自衛隊青森地方協力本部八戸
　地域事務所　☎ 0178-45-1920

指名手配被疑者の検挙に
ご協力ください

　平成30年８月現在、全国の警
察から指名手配されている者は、
約660人に上っています。
　これらの被検者は、殺人、強盗
等の凶悪事件のほか、暴行、傷
害、窃盗、詐欺、横領等の事件に
関して指名手配されており、再び
犯行を行うおそれがあります。
　警察では特に重大な犯罪の被疑
者を選定した上で、11月中に全
国警察の総力を挙げて追跡捜査を
行うこととし、被検者の早期検挙
に取り組んでいます。
　捜査活動には、皆さんのご協力
が必要です。指名手配被疑者によ
く似た人を見掛けたといった情報
など、どんなわずかな情報でも構
いませんので、警察に通報してい
ただくようお願いします。
問合せ　三戸警察署
　　　　☎ 0179-22-1135

男女共同参画テーマ
公開講座

　NPO 法人なんぶねっとでは、人
口減少社会における男女のワークラ
イフバランス、男女共同参画による
現代社会の課題解決について考え
ていく公開講座を開催します。
日時　11 月 28 日 ( 水 )
　　　14 時 15 分～ 15 時 20 分
場所　楽楽ホール　※入場無料
申込み・問合せ　
　11 月 24 日（土）までに NPO 法人

なんぶねっと ☎ 0178-76-3585
まで申し込みください。

あおもり性暴力被害者
支援センター

　公益社団法人あおもり被害者支
援センターでは、レイプや強制わ
いせつなど、性犯罪・性暴力にあ
われた人やその家族などからの相
談を受け、要望に応じた必要な支
援をコーディネートをします。
電話相談
　「りんごの花ホットライン」
　☎ 017-777-8349（やさしく）
※専門の研修を受けた相談員が対
　応します。
相談受付時間
　月・水曜日　　　10 時 ～21 時
　火・木・金曜日　10 時 ～ 17 時
問合せ　青森県青少年・男女共同
　参画課　☎ 017-734-9228

広告
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★県が本センターの運営を委
託している公益社団法人あ
おもり被害者支援センター
では、ボランティアの支援活
動員を募集しています。活
動に関心のある人は以下ま
で直接お問い合わせくださ
い。（募集期間は１月～３月）

問合せ
　（公社）あおもり被害者支援

センター
　☎ 017-718-2085
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入居資格
　同居または同居しようとする親族がある／入居者
と同居者の合計所得が月額158,000円以下／税金を
滞納していない／入居者が暴力団員でない

　例年冬期になると家庭や事業所から灯油等が流れ出す油流出事故が多発します。原因はホームタンクの
バルブや配管の劣化、除雪時のホームタンクや配管の破損、ホームタンクから小分け時に目を離す等、不
注意による流出が大半です。
　油が流出すると、側溝や水路を通じ、水道用水などに利用されている河川に流れ出ることもあり、下流
域全体に影響を及ぼすほか、川の生き物にも悪影響を与えます。また、事故の処理にかかった費用は、原
因者に負担していただくことになります。
　各家庭や事業所で、タンクの劣化状況点検や補修を行い、除雪作業等の破損事故にも注意しましょう。
　なお、事故を起こした場合や発見した場合には、南部町町役場、消防署、
警察署等へ速やかにご連絡ください。　

問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

入居募集住宅

申込み
　町営住宅入居申込書に必要事項を記入のうえ、必
要書類を添えて11月15日（木）13時までに建設課
（南部分庁舎）または各住民生活課サービス班に、
提出してください。入居希望が複数の場合、抽選に
なります。（11月21日（水）10時）
問合せ　建設課（南部分庁舎）☎0179-34-2518

現地見学会　11 月 12 日（月）
　苫米地駅前団地（20号）：10時30分～10時45分

広告

広告

団地名（竣工年度） 募集戸数 構造/間取り 家賃

苫米地駅前団地（H２） ２戸 木造２階建て / ２ＬＤＫ 18,700 円～ 27,900 円

町営住宅入居者募集

冬期の油流出事故にご注意ください
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厚生労働大臣認定・健康増進施設

バーデパークだより ☎0178-84-2850

おすすめプラン
忘・新年会プランコース　
4,500 円 ( 税込み )
【 料理盛り合わせ＋ 
   飲み放題 （2時間） 】

お料理コース
選べる鍋付き料理盛り合わせ
3,500 円（税込み）【 9 品】、4,000 円（税込み）【11品】
飲み放題（２時間）1,650 円

※ 10名様以上からの予約で承ります。
※ コース以外の各種料理のご要望にも対応します。
※ バス送迎は、10名様以上から承ります。

～心身ともに健康できれいな身体にしませんか～
日時　11 月８日（木）、22 日（木）
　　　19 時～ 20 時 30 分
受講料　１回 1,000 円（税込）　※入館料別途

★ヨガ教室

～ 初心者でも安心、水中運動 ～
日時　11 月９日（金）、16 日（金）、30 日（金）
　　　11 時 ～11時 30 分
受講料　無料　※入館料別途

★あしの運動体験

～ 水中ウォーキング運動で目指せ 900 ｍ ～
日時　11 月９日（金）、16 日（金）、30 日（金）
　　　19 時 30 分 ～ 20 時
受講料　無料　※入館料別途

★エアロ 900 体験

忘新年会はバーデで！

★今月の休館日
　11日13日（火）、14日(水)、15日(木)

★今月26日はフロの日

★朝風呂営業
６～８時まで（受付は７時 30 分まで）

今月号から、館内のイベント情報などのお知らせに加えて、毎月テーマを定めてプラスアルファの情報を

お伝えします。ご提供しているサービスについてより理解していただき、ご活用いただければと思います

全館入館料
　【大人（高校生以上）1,030円、小人（３歳以上）520円
　高齢者（70歳以上）650円】

全館入館料で利用できるのはプールだけではありませ
ん。温泉・サウナ疲れを癒すのもよし、ジムでトレー
ニングもよし、休憩室でゆったりと休むのよし。

温泉入浴料
　【大人450円、小・中学生150円】

入浴前にジムでのトレーニングはいかがで
しょうか。専門スタッフがいるので初心者で
も安心して利用できます。
※サウナは温泉施設内のみ利用可能です。

今月のテーマ　「入館料で利用できるサービス」

プール 温泉 サウナ ジム（　） 休憩室高校生
以上
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高機能消防指令センター　一般公開！新年互礼会

眼科 受付　13 時 15 分まで
初診者は　 13 時まで  

▲

11月14日(水)　13時～▲

11月28日(水)　13時～

泌尿器科 要予約

先天性股関節脱臼検診の実施日

▲

11月 ６日(火)　13時～▲

11月12日(月)　13時～▲

11月20日(火)　13時～▲

11月26日(月)　13時～

▲

11月21日(水)　受付13時～13時20分
※当院整形外科医師が行います。

　都合により日時が変更となる場合があります
ので、ご来院の際はお問い合わせください。

青森労災病院医師の診療日

南部町医療センターからの
お知らせ　☎ 0178-76-2001

町営市場の販売状況  （平成30年９月16日〜平成30年10月15日）

品　名 販売数量（kg） 売上額（千円） キロ単位（円） 前年単価（円）

紅将軍（りんご） 13,279 2,337 176 174
弘前ふじ（りんご） 176,375 33,325 189 177
昴林（りんご） 52,266 8,955 171 172
トキ（りんご） 51,300 9,638 188 159
レッドゴールド（りんご） 31,510 4,139 131 130
紅玉（りんご） 170,312 25,533 150 155
サンつがる（りんご） 156,862 23,324 149 135
日面紅（梨） 31,948 2,410 75 71
長十郎（梨） 33,240 4,074 123 112
豊水（梨） 15,818 2,610 165 128
キャンベル（ブドウ） 41,938 9,250 221 183
ナイヤガラ（ブドウ） 9,707 2,290 236 200
プルーン 17,371 1,996 115 171
ゴボウ 19,252 5,584 290 196
長　芋 63,710 17,769 279 202
にんにく 44,819 42,257 943 1,468
ね　ぎ 43,952 15,820 360 197
きゅうり 16,020 3,156 197 111
トマト 8,200 2,318 283 239

●今月の休場日
　11月３日（土）、４日（日）、７日（水）、11日（日）、14日（水）、
　　　18日（日）、23日（金）、25日（日）
　12月２日（日）、５日（水）、９日（日）、12日（水）、16日（日）、
　　　23日（日）、24日（月）、30日（日）、31日（月）

編集後記
　秋が深まり、鍋料理が恋しい季節となりま
した。今月 25 日は、「あおもり鍋自慢」が
開催されます。
　相撲好きな私としては、当町が出品する

「南部達者村ちゃんこ」が特に楽しみです。
目標は大きく、「10 杯完食」。 【K】

　町の功労者や関係団体の代表者、町関係者
などが一同に会し、新年を祝うとともに町発
展に向けた懇談を行います。

期日　平成31年１月８日（火）
時間　11時～14時
会場　楽楽ホールおよび名川中学校体育館
会費　１人2,000円（当日会場にてお支払い）
申込み　12月７日（金）までに、総務課（本庁舎）

または健康センター、南部分庁舎の窓口へ
お申込みください。

問合せ　総務課（本庁舎）☎0178-84-2111

　11月９日「119 番の日」に合せて、八戸消防本部では高
機能消防指令センターを一般公開します。正しい 119 番通
報要領と、消防車・救急車が出動するまでの仕組みなどに
ついて紹介します。
日時　11月９日（金）、10日（土）10時～ 16時
場所　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
　　　（八戸市田向５丁目１－１）　
　　　高機能消防指令センター（消防本部４階）
問合せ　
　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
　指令救急課　☎ 0178-44-2135　

《消防指令センターからのお願い》
★ 119 番通報は、災害発生時や救急車が必要な時など
　緊急時のみ使用してください。
　119 番の回線には限りがあるため、緊急時以外の問合
　せがあると、消防車、救急車の通報が繋がらず、出動
　が遅れるおそれがあります
★救急車のサイレン吹鳴にご理解ください。
　「近所迷惑になるので、サイレンを鳴らさないで来てく
　ださい」と依頼をされることがありますが、道路交通
　法により、救急車は出動時の安全かつ迅速に走行する
　ために、サイレン吹鳴が定められています。
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第 82 回南部町議会定例会では平成 29 年度の町の決算を審議しました。
【 関連記事は 26 ㌻に掲載 】

あ ら ま し 
▽ ９月定例会の主な議案と議案に対する主な質疑　（26 ㌻～ 28 ㌻）

▽ 一般質問

	 ⇒ 町民の所得向上策は？　八戸圏域連携中枢都市圏の効果は？（29 ㌻）

	 ⇒ 国が創設する「農業収入保険制度」の内容は？（30 ㌻）

	 ⇒ 議場のカメラ中継を！　町長の考えるコンパクトシティとは？（31 ㌻）

▽ 常任委員会報告　（32 ㌻～ 33 ㌻）

▽ 議会傍聴の感想【福地中学校・杉沢中学校　職場体験】　（34 ㌻）

▽ 第 83 回臨時会　（34 ㌻）

▽ 議会の活動報告　など　（35 ㌻）

なんぶ議会だより

第 54 号
発行・編集

議会広報編集委員会

☎ 0178-84-2124

なんぶ
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　◉  主な議案（第 82 回定例会）

護
支
援
事
業
の
事
業
者
を

指
定
す
る
権
限
が
、
県
か

ら
町
に
委
譲
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
必
要
な
基
準
等
を

定
め
る
条
例
を
制
定
し

た
。

■
特
別
災
害
に
よ
る
被
害
者

に
対
す
る
町
税
減
免
の
特

別
措
置
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

▽　

地
方
税
法
の
一
部
改
正

に
よ
り
、「
控
除
対
象
配

偶
者
」
の
定
義
が
改
め
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
っ
た
。

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正

▽　

厚
生
労
働
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
代
替
保
育

に
関
す
る
規
定
や
食
事
提

供
に
関
す
る
規
定
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

※　

家
庭
的
保
育
事
業
等
と

は
、
ゼ
ロ
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
対
象
に
、

保
育
所
よ
り
少
人
数
で
行

う
保
育
事
業
の
こ
と
で
す
。

■
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
改

正
▽　

厚
生
労
働
省
令
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
従
事
す
る

訪
問
介
護
員
の
要
件
や
新

た
に
制
度
化
さ
れ
る
介
護

と
障
害
福
祉
を
一
体
化
し

た
サ
ー
ビ
ス
の
指
定
に
関

す
る
規
定
な
ど
、
所
要
の

改
正
を
行
っ
た
。

■
指
定
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
指
定
に
係

る
入
所
定
員
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

▽　

介
護
保
険
法
施
行
規
則

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護
事
業
の
申
請
者
の
資

格
要
件
に
「
病
床
を
有
す

る
診
療
所
を
開
設
し
て
い

る
者
」
を
加
え
る
な
ど
、

所
要
の
改
正
を
行
っ
た
。

※　

看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
と
は
、
退
院
直

後
に
お
け
る
在
宅
療
養
生

活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移

行
、
が
ん
末
期
の
看
取
り

期
・
病
状
不
安
定
期
に
お

け
る
在
宅
生
活
の
継
続
、

家
族
の
不
安
軽
減
等
の
支

援
を
行
う
た
め
の
サ
ー
ビ

ス
で
す
。

■
平
成
29
年
度
一
般
会
計
及

び
17
件
の
各
特
別
会
計
決

算
の
認
定

▽　

平
成
29
年
度
の
一
般
会

計
の
収
入
総
額
は
１
０
３

　

億
７
千
４
０
０
万
５
千
１

　

１
２
円
、
支
出
総
額
は
９

　

９
億
８
千
５
９
３
万
６
千

　

６
０
１
円
、
差
引
３
億
８

　

千
８
０
６
万
８
千
５
１
１

　

円
と
な
り
、
基
金
積
み
立

て
な
ど
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
17
件
の
各
特
別

会
計
の
収
入
総
額
は
１
１

　

２
億
９
千
３
７
０
万
２
千

　

２
１
７
円
、
支
出
総
額
は

　

１
１
０
億
９
千
５
２
２
万

　

７
千
７
９
円
と
な
っ
た
。

※　

詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
か
ら

掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
反
対
討
論

▽　

平
成
29
年
度
一
般
会
計

予
算
に
も
反
対
討
論
を
し

た
が
、
現
在
も
新
庁
舎
建

設
の
必
要
性
を
理
解
で
き

な
い
た
め
、
統
合
庁
舎
建

設
費
に
関
す
る
決
算
に
は

賛
成
で
き
な
い
。

夏
堀
嘉
一
郎　

議
員

■
賛
成
討
論

▽　

統
合
庁
舎
の
建
設
は
す

る
べ
き
と
考
え
、
先
の
議

会
で
決
議
し
た
と
お
り
、

同
時
に
周
辺
道
路
の
環
境

の
整
備
も
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
決
算
は
適
正

で
あ
り
、
賛
成
す
る
。

山
田
賢
司　

議
員

▽　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛

成
13
、
反
対
２
の
賛
成
多

数
で
「
原
案
認
定
」
し
た
。

■
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等

の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

に
関
す
る
基
準
等
を
定
め

る
条
例
の
制
定

▽　

介
護
保
険
法
の
一
部
改

正
に
伴
い
、
指
定
居
宅
介

主
な
議
案

平
成
29
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算

２
１
６
億
６
千
７
７
０
万
７
千
３
２
９
円
を
認
定

第
82
回
南
部
町
議
会
定
例
会　

８
月
31
日 

～ 

９
月
６
日

　

第
82
回
定
例
会
に
上
程
さ
れ
た
、
報
告
２
件
、
平
成
29
年
度
の
各
会
計
決

算
認
定
18
件
、
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
５
件
、
平
成
30
年
度
各
会
計
補

正
予
算
９
件
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
１
件
、
請
願
１
件
は
賛
成

多
数
で
原
案
の
と
お
り
、
承
認
、
認
定
、
可
決
、
同
意
、
採
択
し
ま
し
た
が
、

工
事
請
負
契
約
の
締
結
１
件
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
３
人
の
議
員
が
町
側
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成
29
年
度
の
各
会
計
決
算
認
定
に
関
す
る
議
案
18
件
は
、
議
員

全
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

平
成
29
年
度
一
般
会
計
決

算
認
定
に
対
す
る
討
論

条
　
例

決
　
算
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　◉  主な議案（第 82 回定例会）

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

▽　

歳
出
の
主
な
補
正
は
、

除
雪
費
用
に
８
千
２
２
４ 

万
６
千
円
、
国
道
か
ら
統

合
庁
舎
へ
の
ア
ク
セ
ス
道

で
あ
る
町
道
虎
渡
・
広
場

線
改
良
用
地
測
量
等
委
託

料
に
２
千
万
円
、
５
月
の

豪
雨
に
よ
り
被
災
し
た
町

道
の
復
旧
事
業
に
１
千
５ 

９
０
万
円
な
ど
を
追
加
。

　
　

歳
入
の
主
な
補
正
は
、

町
有
財
産
売
払
収
入
８
千 

８
２
７
万
３
千
円
な
ど
を

追
加
。

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
そ
れ
ぞ
れ
１
億
３
千
９ 

９
０
万
５
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
１
０
３
億
２ 

７
６
万
円
と
し
た
。

※　

こ
の
ほ
か
、
８
つ
の
特

別
会
計
に
お
い
て
、
４
月

の
人
事
異
動
に
よ
る
職
員

人
件
費
の
調
整
な
ど
に
関

す
る
予
算
の
補
正
を
行
い

ま
し
た
。

■
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者

の
推
薦

▽
候
補
者
４
人

　

根
市  

正
彦 

氏（
下
名
久
井
）

　

谷
内  

恭
介 

氏（
大　

向
）

　

石
井
み
ほ
子 

氏
（
沖
田
面
）

　

川
守
田
い
つ
み 

氏
（
剣　

吉
）

【
委
嘱
期
間
】
平
成
31
年
１

月
１
日
か
ら
平
成
33
年
12

月
31
日
ま
で
。

■
黒
星
病
害
被
災
果
樹
園
に

係
る
、
防
除
作
業
に
対
す

る
費
用
等
の
補
助
支
援
の

請
願
書

【
提
出
者
】　

　

正
寿
寺
中
山
間
組
合

　

代
表　

坂
本
誠
治　

氏

【
紹
介
議
員
】　

　

工
藤
正
孝　

議
員

【
請
願
趣
旨
】　

放
任
園
で
黒

星
病
が
確
認
さ
れ
た
た

め
、
集
落
に
お
い
て
所

有
者
の
許
可
を
得
て
伐

採
・
焼
却
処
分
を
し
て

い
る
が
、
面
積
が
広
く
、

莫
大
な
経
費
が
か
か
る
。

　
　

黒
星
病
の
蔓
延
は
、
リ

ン
ゴ
農
家
に
と
っ
て
死
活

問
題
で
あ
る
た
め
、
次
の

こ
と
を
請
願
す
る
。

　

①
組
合
の
活
動
に
対
し
、

放
任
園
対
策
の
補
助
事

業
を
適
用
し
て
ほ
し
い
。

　

②
黒
星
病
の
情
報
を
広

報
等
に
掲
載
し
て
ほ
し
い
。

　

③
補
助
事
業
の
申
請
に
際

し
、
申
請
書
類
が
わ
か
り

づ
ら
い
の
で
、
わ
か
り
や

す
く
充
実
し
た
も
の
に
改

善
し
て
ほ
し
い
。

▽　

産
業
建
設
常
任
委
員
会

に
審
査
を
付
託
、
審
査
結

果
は
「
採
択
」。

▽　

本
会
議
に
お
い
て
、
委

員
会
の
審
査
結
果
の
と
お

り
、全
会
一
致
で
「
採
択
」

と
し
た
。

※　

審
査
の
様
子
や
意
見
を

32
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
　

採
択
し
た
請
願
書
は
、

委
員
会
の
意
見
を
添
え

て
、町
に
送
付
し
ま
し
た
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）

▽　

統
合
庁
舎
建
設
予
定
地

に
あ
る
、
中
央
公
民
館
等

の
施
設
を
解
体
す
る
た
め

の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
。

【
請
負
代
金
】　

７
千
５
１

１
万
６
千
１
６
０
円

【
契
約
の
相
手
】

株
式
会
社
夏
堀
組　

代
表
取

締
役　

夏
堀
大
司　

氏

■
反
対
討
論

▽　

昨
年
６
月
の
議
会
で
解

体
設
計
の
予
算
が
可
決
さ

れ
、
今
回
の
工
事
に
至
る

が
、
そ
の
予
算
案
に
夏
堀

嘉
一
郎
議
員
は
反
対
を
し

て
い
る
。

　
　

今
回
、
工
事
を
落
札
し

た
株
式
会
社
夏
堀
組
は
、

夏
堀
嘉
一
郎
議
員
が
前
代

表
取
締
役
で
あ
り
、
現
代

表
取
締
役
は
近
い
血
縁
者

と
伺
っ
て
お
り
、
こ
の
議

案
審
議
か
ら
も
除
斥
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
関
係
性
を

否
定
で
き
な
い
。

　
　

ま
た
、
夏
堀
嘉
一
郎
議

員
が
統
合
庁
舎
建
設
に
反

対
し
て
き
た
こ
と
を
重
大

に
受
け
止
め
て
い
る
。

　
　

統
合
庁
舎
建
設
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
決
ま
っ
て
い

る
中
で
、
一
番
初
め
の
こ

の
解
体
工
事
に
あ
た
り
、

適
正
な
施
工
・
工
期
を
遵

守
し
て
い
た
だ
け
る
の

か
、
疑
問
や
不
安
が
あ
る

た
め
、
反
対
す
る
。

久
保
利
樹　

議
員

■
賛
成
討
論

▽　

入
札
の
指
名
を
受
け
た

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
は
、
役

場
（
発
注
者
）
側
の
様
々

な
審
査
の
結
果
、
信
頼
で

き
る
企
業
と
し
て
選
定
さ

れ
入
札
に
参
加
し
て
い
る
。

　
　

そ
の
過
程
を
踏
ま
え

て
、
仮
契
約
中
で
あ
る
企

業
に
対
し
て
の
信
頼
は
無

論
の
こ
と
で
、
ま
た
瑕
疵

は
認
め
ら
れ
な
い
。
よ
っ

て
、
本
案
に
賛
成
す
る
。

滝
田
勉　

議
員

▽　

新
庁
舎
建
設
に
対
し
て

反
対
し
て
い
た
人
間
が
元

社
長
で
あ
っ
た
か
ら
反
対

と
い
う
の
は
、
請
負
に
対

し
て
正
当
な
理
由
に
な
ら

な
い
。

　
　

久
保
議
員
の
討
論
に
異

議
が
あ
る
た
め
、
賛
成
す

る
。

川
守
田
稔　

議
員

▽　

議
員
14
人（
除
斥
1
人
）

に
よ
る
起
立
採
決
の
結

果
、
賛
成
３
、
反
対
11
の

賛
成
少
数
で
「
否
決
」
し

た
。

なんぶ議会だより

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

対
す
る
討
論

予
　
算

人
　
事

請
　
願

契
　
約

黒星病にかかった放任園のリンゴ（正寿寺地区）
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◦ 
議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑
●
本
会
議

●
決
算
特
別
委
員
会

　◉  議案に対する主な質疑（第 82 回定例会）

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
２
号
）

【
問
】　

政
府
で
は
、
ふ
る

さ
と
納
税
に
対
す
る
返
礼

品
の
金
額
が
話
題
と
な

り
、
法
改
正
の
動
き
も
あ

る
。

　
　

当
町
で
は
、
平
成
29
年

度
の
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
に
対
す
る
返
礼
品
の
金

額
が
３
割
以
内
で
収
ま
っ

て
い
る
が
、
例
え
ば
、
返

礼
品
と
す
る
リ
ン
ゴ
の
市

場
価
格
が
高
騰
し
た
場
合

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
な
る

の
か
。（

中
舘
文
雄
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　　

ふ

る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
額

が
１
万
円
の
場
合
、
３
割

の
３
千
円
分
の
リ
ン
ゴ

（
５
㎏
）
を
返
礼
品
と
し

て
い
る
。

　
　

リ
ン
ゴ
の
市
場
価
格
が

高
騰
し
、
同
じ
も
の
が

４
千
円
に
な
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
を
返
礼
品
と
す

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た

め
、
市
場
価
格
に
よ
り
、

３
千
円
の
も
の
を
返
礼
品

と
し
て
お
送
り
す
る
こ
と

と
な
る
。

【
問
】　

町
村
の
魅
力
発
信

事
業
補
助
金
と
は
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
る
の
か
。

（
西
野
耕
太
郎
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】　

　

と
ま
べ
ち
ま
つ
り
に
お

い
て
、
歌
手
・
タ
レ
ン
ト

な
ど
の
出
演
料
と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

【
問
】　

町
村
の
魅
力
発
信

事
業
の
活
用
団
体
は
ど
の

よ
う
に
選
ば
れ
て
い
る
の

か
。

　
　

町
内
の
各
地
域
に
観
光

協
会
が
主
催
し
て
い
な
い

神
事
に
関
す
る
お
祭
り
な

ど
、
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
も
の
が
多
く
あ
る
た

め
、
情
報
を
発
信
し
て
は

ど
う
か
。（

夏
堀
文
孝
議
員
）

【
商
工
観
光
課
長
答
弁
】　

　

と
ま
べ
ち
ま
つ
り
実
行

委
員
会
が
、
補
助
事
業
を

実
施
す
る
「
青
森
県
町
村

会
」
に
申
請
を
し
、
採
択

さ
れ
た
も
の
で
、
補
助
金

は
町
の
会
計
を
通
過
し
て

団
体
に
交
付
さ
れ
る
。

　
　

各
種
団
体
に
情
報
を

発
信
し
、
で
き
る
だ
け
多

く
の
補
助
金
を
活
用
し
な

が
ら
実
施
で
き
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）

【
問
】　

中
央
公
民
館
は
ア

ス
ベ
ス
ト
の
固
定
作
業
が

終
わ
っ
て
い
る
と
思
う

が
、
解
体
に
よ
っ
て
排
出

し
た
ア
ス
ベ
ス
ト
の
処
理

は
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る

の
か
。（

川
守
田
稔
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　　

も

し
、
仮
に
中
央
公
民
館
の

解
体
時
に
ア
ス
ベ
ス
ト
が

排
出
さ
れ
た
場
合
は
、
専

門
の
業
者
に
依
頼
す
る
こ

と
と
な
る
。

　
　

そ
の
場
合
は
、
外
部
に

飛
散
し
な
い
よ
う
、
関
係

箇
所
を
覆
っ
て
解
体
・
搬

出
を
し
、
専
門
の
処
分
場

に
搬
入
す
る
こ
と
と
な

る
。

■
決
算
特
別
委
員
会
（
一
般

会
計
、
歳
入
）

【
問
】　

町
営
住
宅
の
使
用

料
（
家
賃
）
の
滞
納
額

は
、
平
成
23
年
度
に
約

６
２
０
万
円
で
あ
っ
た

が
、
年
に
２
０
０
万
円
ほ

ど
増
え
、
平
成
29
年
度
末

に
は
約
２
千
１
０
０
万
円

と
な
っ
て
い
る
。

　
　

住
宅
使
用
料
の
滞
納
が

増
え
て
い
る
根
本
的
な
理

由
は
何
か
。

　
　

ま
た
、
そ
れ
に
対
す
る

対
策
は
あ
る
か
。

（
中
舘
文
雄
議
員
）

【
建
設
課
長
答
弁
】　　

滞

納
理
由
と
し
て
は
、
町
営

住
宅
の
新
築
整
備
に
よ

り
、
住
宅
使
用
料
が
上
が

っ
て
い
る
部
分
も
あ
る

が
、
年
数
が
経
過
し
、
月

額
６
千
円
の
住
宅
で
も
、

多
年
に
渡
り
滞
納
し
、
滞

納
額
が
60
万
円
ほ
ど
に
な

っ
て
い
る
方
も
い
る
。

　
　

町
職
員
が
滞
納
金
納
付

の
お
願
い
に
伺
う
が
、
相

手
に
し
て
も
ら
え
な
い
な

ど
、
対
応
に
苦
慮
し
て
い

る
部
分
も
あ
る
が
、
対
応

を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
　

入
居
時
の
保
証
人
も
時

と
と
も
に
年
金
受
給
者
に

な
っ
て
い
る
場
合
も
あ

り
、
親
族
に
限
ら
ず
、
収

入
の
あ
る
方
を
付
け
て
い

た
だ
く
な
ど
、
審
査
等
も

厳
し
く
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

町村の魅力発信事業助成事業
　青森県町村会が実施する助成事業で、１町村あたり
200 万円を上限に、以下の地域活性化事業に活用でき
ます。
①観光振興（イベント） ②人材の育成・確保 ③産業振興 
④商品開発・需要拡大 ⑤イメージアップ・環境整備
　詳しくは、企画財政課（☎ 0178-84-2112）まで
お問い合わせください。

町に対し10,000円のふるさと納税をした場合の返
礼品3,000円相当の一例 （リンゴ　サンふじ5kg）
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　◦　一　般　質　問
質　

問　
「
２
０
１
５
年

度
（
平
成
27
年
度
）
青

森
県
市
町
村
別
経
済
計

算
」
の
中
で
、
南
部
町
の

総
生
産
額
は
県
内
14
番
目

の
４
２
７
億
５
０
０
万
円
、 

町
民
一
人
あ
た
り
の
所
得

は
25
番
目
の
２
１
７
万 

１
千
円
と
公
表
さ
れ
た
。

　

町
総
合
振
興
計
画
で
目

指
す
「
産
業
振
興
で
活
力

と
交
流
に
満
ち
た
町
」
が

町
民
の
所
得
向
上
に
結
び

つ
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、

次
の
質
問
を
す
る
。

①
公
表
さ
れ
た
町
の
総
生

産
額
と
町
民
一
人
あ
た
り

の
所
得
を
ど
う
評
価
し
て

い
る
か
。

②
生
産
・
加
工
・
販
売
を

一
体
的
に
管
理
す
る
生
産

振
興
公
社
等
の
立
ち
上
げ

を
検
討
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
協
議
の
場
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長
答
弁　

①
県
が
公
表

し
た
「
町
の
総
生
産
額
」

と
「
町
民
一
人
当
た
り
の

所
得
」
は
、
町
の
経
済
規

模
を
把
握
で
き
る
指
標
だ

と
考
え
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
町
民
一
人
当

た
り
の
所
得
に
関
し
て
は
、

非
生
産
年
齢
人
口
も
含
ん

で
算
定
さ
れ
た
も
の
で
、

実
際
の
個
人
の
給
与
や
収

入
な
ど
と
は
比
較
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
の
総
生
産
額
は
、
前

年
度
と
比
較
し
て
４
・
７

％
増
加
し
て
い
る
と
算
出

さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
製
造
業
や
農

業
の
増
額
が
全
体
を
牽
引

し
た
も
の
で
、
農
業
分
野

で
は
、
コ
メ
の
販
売
価
格

の
持
ち
直
し
、
野
菜
の
価

格
高
騰
、
リ
ン
ゴ
の
高
値

な
ど
が
増
額
の
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

町
民
一
人
当
た
り
の
所

得
は
、
八
戸
市
に
は
及
ば

な
い
も
の
の
、
弘
前
市
や

十
和
田
市
と
遜
色
が
な
い

こ
と
か
ら
、
経
済
状
況
が

悪
い
と
い
う
考
え
は
持
っ

て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
後

も
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業

を
初
め
、
製
造
業
な
ど
を

含
め
た
商
工
業
の
発
展
に

寄
与
す
る
事
業
を
展
開
し
、

町
民
や
企
業
の
所
得
向
上

を
目
指
し
た
い
。

②
公
社
な
ど
の
立
ち
上
げ

に
関
す
る
協
議
の
場
と
し

て
は
、
県
、
町
、
Ｊ
Ａ
、

農
業
共
済
、
土
地
改
良
区

で
構
成
す
る
「
担
い
手
育

成
総
合
支
援
協
議
会
」
や

「
農
業
再
生
協
議
会
」
な

ど
、
既
存
の
組
織
を
ベ
ー

ス
と
し
て
対
応
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

　

質
問
は
、
い
わ
ゆ
る
６

次
産
業
化
の
こ
と
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
町
に
お
い
て

そ
れ
を
担
う
団
体
は
、
農

産
物
直
売
施
設
と
農
業
法

人
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

町
が
関
与
し
て
い
る
農

産
物
直
売
施
設
は
４
団
体

で
、
生
鮮
販
売
か
ら
加
工

品
な
ど
の
販
売
実
績
も
良

好
で
あ
り
、
所
得
の
向
上

に
寄
与
し
て
い
る
。

　

町
内
の
農
業
法
人
は
、

現
在
５
法
人
の
み
と
、
法

人
化
が
進
ん
で
い
な
い
状

況
で
あ
る
。

　

町
と
し
て
も
、
競
争
力

の
あ
る
農
家
の
確
保
・
成

長
は
重
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
た
め
、
既
存
の
協

議
会
で
議
題
に
取
り
上
げ
、

必
要
に
応
じ
、
組
織
の
改

編
な
ど
の
対
応
を
し
て
い

き
た
い
。

質　

問　

八
戸
圏
域
連
携

中
枢
都
市
圏
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
次
の
質
問
を

す
る
。

①
町
民
の
参
画
や
利
用
状

況
は
。

②
町
民
へ
の
情
報
提
供
は

十
分
で
あ
る
か
。

町
長
答
弁　

町
は
、
八
戸

圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
に

お
い
て
、
65
の
事
業
に
つ

い
て
連
携
し
て
い
る
。

①
町
内
に
お
け
る
平
成
29

年
度
の
主
な
事
業
の
実
績

だ
が
、「
ド
ク
タ
ー
カ
ー
」

の
出
動
は
51
回
、「
ほ
っ

と
ス
ル
メ
ー
ル
」
の
登
録

件
数
は
９
４
３
件
、
求

人
・
求
職
情
報
無
料
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
「
八
戸
圏
域
ジ

ョ
ブ
市
場
」
の
登
録
件
数

は
１
８
８
件
な
ど
、
多
く

の
町
民
の
利
用
が
あ
る
。

②
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

広
報
誌
を
活
用
し
て
情
報

を
発
信
し
て
お
り
、
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
政
策
・

施
策
」
か
ら
「
八
戸
圏
域

連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
検
索
す
る
と
、
最

新
の
情
報
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
。

連携中枢都市圏構想とは

　中核市が近隣の市町村と
連携し、人口減少社会にお
いても一定の圏域人口を有し
て活力ある社会経済を維持
していくための拠点を形成す
ることを目的としています。

なんぶ議会だより

こ
こ
が
聞
き
た
い
!

一
　
般
　
質
　
問

　
町
民
の
所

得
を
向
上

さ
せ
る
取
り
組

み
を
。

　
八
戸
圏
域

連
携
中
枢

都
市
圏
は
町
民

の
生
活
に
ど
う

関
わ
る
の
か
。

　
農
業
や
商

工
業
の
発

展
に
寄
与
す
る

事
業
を
展
開
し

た
い
。

　
医
療
、
防

災
、
求
人

情
報
な
ど
多
く

の
町
民
に
利
用

さ
れ
て
い
る
。

問

問

答

答

中舘  文雄  議員
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　◦　一　般　質　問

国が創設する農業収入保険制度の「保険料等」と「補てん金」の試算【農林水産省ホームページから】

基準収入が1,000 万円の農業者が、補償制度 90％（保険 80％＋積立 10％）、支払率 90％を選択した場合の
試算は以下の図のとおりです。

質　

問　

国
は
平
成
29
年

６
月
に
農
業
保
険
法
の
改

正
を
行
い
、
農
業
に
お
い

て
、
自
然
災
害
や
価
格
低

下
な
ど
で
減
少
し
た
売
り

上
げ
の
一
部
を
補
償
す
る

「
農
業
収
入
保
険
制
度
」

を
新
た
に
創
設
す
る
。

　

こ
の
制
度
は
、
今
年
の

秋
か
ら
加
入
申
請
を
行
い
、

来
年
１
月
か
ら
始
ま
る
と

さ
れ
る
が
、
次
の
こ
と
を

質
問
す
る
。

①
制
度
の
概
要
は
。

②
町
に
お
け
る
「
農
作
物

共
済
」「
果
樹
共
済
」
の

加
入
状
況
。

③
新
た
に
始
ま
る
「
農
業

収
入
保
険
制
度
」
を
農
家

に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
周

知
し
て
い
く
の
か
。

町
長
答
弁　

①
現
行
の

「
農
業
災
害
補
償
制
度
」

は
、
自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
が
対
象
で
あ
り
、

価
格
低
下
な
ど
は
対
象
と

な
ら
ず
、
対
象
品
目
が
限

定
的
で
あ
る
。

　

一
方
、
国
が
創
設
す
る

新
し
い
「
農
業
収
入
保
険

制
度
」
は
、
品
目
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
に
農
業
経
営

者
ご
と
の
収
入
全
体
を
見

て
、
総
合
的
に
対
応
で
き

る
保
険
制
度
と
し
て
導
入

さ
れ
る
。

　

こ
れ
は
、
農
業
の
成
長

産
業
化
を
図
る
た
め
、
自

由
な
経
営
判
断
に
基
づ
き
、

経
営
の
発
展
に
取
り
組
む

農
業
経
営
者
を
育
成
す
る

目
的
も
あ
る
。

　

た
だ
し
、
他
の
補
償
制

度
で
措
置
さ
れ
る
品
目
は

対
象
外
と
さ
れ
る
ほ
か
、

継
続
さ
れ
る
現
行
の
「
農

業
共
済
」
や
「
野
菜
価
格

安
定
制
度
」
な
ど
の
類
似

制
度
と
の
併
用
は
で
き
ず
、

ど
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ

と
と
な
る
。

　

ま
た
、
加
入
要
件
は

「
青
色
申
告
を
行
っ
て
い

る
農
業
者
」
と
な
っ
て
お

り
、
過
去
５
年
間
の
平
均

収
入
を
補
償
基
準
と
す
る

が
、
こ
れ
か
ら
「
青
色
申

告
」
に
取
り
組
む
農
業
者

は
、
１
年
分
の
実
績
が
あ

れ
ば
加
入
で
き
る
。

　

補
償
内
容
は
、
収
入
が

80
％
を
下
回
っ
た
場
合
に

補
償
す
る
「
掛
捨
て
保
険

方
式
」
に
、
収
入
が
90
％

を
下
回
っ
た
場
合
に
補
償

す
る「
積
立
方
式（
特
約
）」

を
追
加
で
き
、
保
険
金
の

受
取
実
績
に
応
じ
て
翌
年

度
の
保
険
料
率
が
変
動
す

る
。

　

加
入
申
請
な
ど
は
地
域

の
農
業
共
済
組
合
が
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

保
険
料
等
は
下
の
試
算
が

参
考
と
な
る
。

②
水
稲
共
済
に
つ
い
て
は
、

30
ア
ー
ル
以
上
を
作
付
け

る
農
業
者
は
強
制
加
入
で

あ
る
た
め
、
加
入
率
は

１
０
０
％
で
あ
る
。

　

果
樹
共
済
に
つ
い
て
は
、

町
単
独
で
保
険
料
の
25
％

を
補
助
し
て
い
る
が
、
加

入
率
が
10
・
５
％
と
な
っ

て
い
る
。

③
農
業
共
済
組
合
は
、
加

入
促
進
の
た
め
に
青
色
申

告
者
へ
の
戸
別
訪
問
を
行

う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

町
は
、
平
成
29
年
か
ら

税
申
告
時
期
の
広
報
２
月

号
に
記
事
を
掲
載
し
て
い

る
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
情
報
を
掲
載
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
申
告
相
談
受
付

会
場
等
で
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
す
る
ほ
か
、
農
業

関
係
の
各
種
会
合
に
お
い

て
制
度
の
説
明
を
し
て
お

り
、
今
後
も
農
業
共
済
組

合
と
連
携
し
な
が
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

※１　保険料には50％の国庫補助があり、補償限度80％の場合、保険金額の1.08％です。
※２　積立金には75％の国庫補助があり、積立金額の25％です。
※３　事務費には50％の国庫補助があり、加入者割（１年目4,500円、２年目以降3,200円）、補償金額割（保険金額及び積立金額１万円当たり22円）です。

農業者が用意すべきお金 補てん金額

８
割
以
上
の
収
入
を
確
保

収入減少の程度
（保険期間の収入）

補てん金
の合計

補てん金を含めた
保険期間の収入
（対基準収入）

保険方式
（保険金）

積立方式
（特約
補てん金）

20％（800万円） 90万円 0万円 90万円 890万円（89％）

30％（700万円） 180万円 90万円 90万円 880万円（88％）

50％（500万円） 360万円 270万円 90万円 860万円（86％）

100％（   0万円） 810万円 720万円 90万円 810万円（81％）

・ 保険料
 （掛捨て）

・ 事務費

合計

〈加入１年目〉

7.8万円

22.5万円

2.2万円

32.5万円

7.8万円±α

（22.5万円）

2.1万円

〈2年目以降〉

・ 積立金

〔　　〕掛捨て
ではない

前年に積立金の取崩
しがねければ、０

　
国
が
創
設

す
る
農
業

収
入
保
険
制
度

に
町
は
ど
う
関

わ
る
の
か
。

　
窓
口
と
な

る
農
業
共

済
組
合
と
連
携

し
て
取
り
組
み

た
い
。

問

答

西野  耕太郎  議員



広報なんぶちょう　11月号31

　◦　一　般　質　問
質　

問　

議
会
定
例
会
の

中
継
を
視
聴
し
た
い
と
い

う
多
く
の
住
民
の
声
を
受

け
て
い
る
。

　

近
隣
の
自
治
体
で
は
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
っ
て
議

会
の
模
様
を
中
継
し
、
住

民
に
対
し
て
、
で
き
る
だ

け
ダ
イ
レ
ク
ト
な
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
届
け
る
対
策
を
講

じ
て
い
る
。

　

現
在
故
障
し
て
い
る
議

場
内
カ
メ
ラ
を
修
理
し
、

議
会
定
例
会
を
生
中
継
で

き
る
よ
う
な
体
制
や
環
境

を
築
く
こ
と
で
、
町
民
に

対
し
て
の
直
接
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
提
供
で
き
、
町

職
員
の
勉
強
の
場
と
な
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
を
皮
切
り

に
万
全
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
が
全
町
に
整
備
さ

れ
れ
ば
、
生
中
継
で
災
害

の
注
意
喚
起
や
、
企
業
誘

致
の
際
の
原
則
的
な
課

題
、
最
近
の
農
業
の
分
野

に
も
必
要
と
さ
れ
て
い
て
、

様
々
な
分
野
で
効
果
が
得

ら
れ
る
と
思
う
が
町
長
の

見
解
は
。

町
長
答
弁　

合
併
前
の
旧

福
地
村
で
は
、
議
場
内
に

設
置
し
た
カ
メ
ラ
に
よ
っ

て
、
役
場
の
会
議
室
や
１

階
ロ
ビ
ー
に
中
継
を
し
て

い
た
が
、
合
併
以
降
は
使

用
さ
れ
ず
、
現
在
は
装
置

が
故
障
し
て
い
る
。

　

職
員
の
勉
強
の
場
と
し

て
は
、
平
成
27
年
３
月
か

ら
、
課
長
補
佐
級
の
職
員

が
予
算
・
決
算
特
別
委
員

会
を
傍
聴
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外

の
職
員
は
仕
事
中
で
あ
る

た
め
、
長
時
間
に
わ
た
っ

て
見
て
い
ら
れ
る
職
員
は

い
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

議
会
中
継
は
、
議
場
内

に
関
す
る
こ
と
で
あ
る
た

め
、
ま
ず
は
、
議
員
の
皆

さ
ん
で
協
議
し
て
い
た
だ

き
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、

カ
メ
ラ
の
修
理
や
統
合
庁

舎
へ
の
設
置
等
を
考
え
て

い
き
た
い
。

質　

問　

第
80
回
定
例
会

で
「
名
川
中
学
校
周
辺
を

見
る
と
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
と
ま
で
は
行
か
ず
と

も
、
そ
の
よ
う
な
エ
リ
ア

に
至
っ
て
い
る
」
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
。

　

私
が
公
約
と
す
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
は
、
都
市

機
能
を
徒
歩
圏
内
に
集
約

さ
せ
た
小
規
模
な
ま
ち
づ

く
り
で
あ
り
、
役
場
、
学

校
、
病
院
、
金
融
機
関
、

ス
ー
パ
ー
な
ど
、
地
域
住

民
が
最
低
限
必
要
と
す
る

公
共
施
設
や
民
間
施
設
を

南
部
地
区
、
名
川
地
区
、

福
地
地
区
の
拠
点
地
域
に
、

大
き
す
ぎ
ず
、
身
の
丈
に

あ
っ
た
サ
イ
ズ
感
で
設
け
、

人
口
減
少
問
題
の
糸
口
と

す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

先
日
、
共
生
社
会
の
構

築
事
業
の
モ
デ
ル
地
区
と

し
て
選
定
さ
れ
た
、
三
戸

駅
前
地
区
・
剣
吉
駅
前
地

区
は
、
当
町
で
も
出
資
し

て
い
る
「
青
い
森
鉄
道
」

な
ど
、
公
共
交
通
機
関
の

多
様
さ
が
あ
る
の
で
、
こ

れ
ら
の
地
域
の
開
発
も
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

町
長
が
考
え
る
コ
ン
パ

ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
る
の
か
質

問
す
る
。

町
長
答
弁　

一
般
的
な
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
高

度
経
済
成
長
時
の
人
口
増

加
と
車
社
会
化
に
よ
っ
て

郊
外
に
広
が
っ
た
生
活
範

囲
を
、
現
在
の
人
口
減
少

社
会
に
お
い
て
維
持
し
て

い
く
た
め
に
、
コ
ン
パ
ク
ト

な
範
囲
に
集
中
さ
せ
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
管
理
や
教

育
・
福
祉
な
ど
の
行
政
サ

ー
ビ
ス
に
お
い
て
、
自
治
体

の
行
財
政
運
営
を
効
率
的

に
行
い
、
持
続
可
能
に
し

て
い
く
た
め
の
構
想
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
構
想
は

都
市
部
を
想
定
し
た
も
の

で
あ
り
、
当
町
の
よ
う
に

小
さ
な
拠
点
が
点
在
す
る

地
域
で
は
、
地
域
に
合
っ

た
ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

第
80
回
定
例
会
で
も
申

し
上
げ
た
が
、「
合
併
す
る

以
前
か
ら
特
徴
を
持
っ
た

拠
点
が
各
地
区
に
存
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

徴
を
生
か
し
た
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
を
住
民
の

皆
さ
ん
と
協
議
し
て
い
き

た
い
」
と
い
う
の
が
、
私
の

イ
メ
ー
ジ
す
る
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
の
考
え
方
で
あ
る
。

　

合
併
前
の
南
部
・
名
川
・

福
地
地
区
、
さ
ら
に
そ
の

中
に
も
、
昭
和
の
合
併
以

前
に
中
心
地
で
あ
っ
た
地

域
も
あ
る
た
め
、
旧
町
村

に
１
カ
所
と
い
う
わ
け
で

は
な
い
。

　

一
つ
の
地
域
の
利
便
性
が

良
く
な
っ
た
場
合
、「
そ
こ

の
住
民
は
良
い
が
、
そ
れ

以
外
の
住
民
は
ど
う
な
の

か
」
と
考
え
た
と
き
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
が
全
て
の
地

域
に
当
て
は
ま
る
も
の
で

あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

　

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
に

関
し
て
は
、
全
国
で
も
失

敗
例
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

ど
の
よ
う
な
方
法
が
良
い

の
か
を
考
え
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

今
後
も
し
っ
か
り
と
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。

なんぶ議会だより

　
議
場
内
カ

メ
ラ
の
必

要
性
と
可
能
性

は
。 問

　
議
場
内
の

こ
と
で
あ

る
た
め
、
ま
ず

は
議
員
同
士
で

協
議
を
し
て
ほ

し
い
。

答

　
町
内
の
各

地
域
の
特

徴
を
生
か
し
、

答

住
民
と
の
協
議

で
持
続
可
能
と

し
て
い
く
も
の
。

　
町
長
が
考

え
る
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ

と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

問

夏堀  嘉一郎  議員
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　◦　常任委員会報告

常任委員会の調査及び審査結果報告
産業建設常任委員会 委 員 長：工藤　正孝　副委員長：根市　勲

委　  員：夏堀　文孝、西野　耕太郎、坂本　典男

　平成 30 年 7月 20 日に担当者から説明を受けて現地を調査し、次のとおり意見をまとめました。

　平成 30 年８月31日に審査を付託された請願書について、９月３日に担当者から説明を受けて審査
（現地調査）をし、次のとおり意見をまとめました。

⇒　雑種地（耕作放棄地）から漆などの特用林に替えてい
けるような工夫が必要だと思われる。

⇒　雑種地（耕作放棄地）を果樹園にする場合、改植事業
が受けられないため、耕作していない隣接地を果樹園と
して借り受けることに尻込みをしてしまう部分がある。	
　そのため、改植事業の拡充について委員会として、さ
らには議会として国や県に働きかけていく必要があると
思われる。

「採択」すべきものとし、次の意見を述べる。

⇒　請願の根本には、「放任園の増加」という問題があり、
黒星病に限らず、病害虫の温床となる「放任園再生」に
向けた取り組みが必要と思われる。

⇒　町と議会がともに、県に対して放任園再生に関する予
算の増額を要望していくほか、病気の流行など、緊急を
要する場合においては、町単独予算での対策を講じてい
ただきたい。

※請願の趣旨は 27 ページに掲載しています。

⇒　耕作放棄地については、全国的な問題であり、当町よりも平坦な農地が少ない自治体もあると思わ
れるため、他の地域の事例などについて研究して取り組まれたい。

査調

査審

果結

果結

農地利用状況（耕作放棄地）に係る現地調査

黒星病害被災果樹園に係る、防除作業に対する
費用等の補助支援の請願書

耕作放棄地の現地調査の様子（鳥舌内地区）

放任園地の現地調査の様子（正寿寺地区）

担当課から説明を受ける様子
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常 任 委 員 会 の 今 後 の 調 査 予 定

　◦　常任委員会報告

教育民生常任委員会
委 員 長：沼畑　俊一　副委員長：中舘　文雄
委　  員：馬場　又彦、八木田　憲司、久保　利樹
　　　　　松本　啓吾

　平成 30 年６月 26 日に担当課の説明を受けて現地を訪問し、次のとおり意見をまとめました。

◆ 杉沢小・中学校複式学級の授業見学
⇒　地域のことも大切であるが、第一に児童生徒の学習形
態として良いのはどのようなものであるかを考えていく
必要がある。
　　町として方向性を示したうえで、教育委員会において
統廃合も視野に入れた検討をしていく必要があると思わ
れる。

◆ 福地不燃物処理場の現地調査
⇒　町が財産区の土地を借り受けていた処理場の覆土・盛り
土等の閉鎖工事が、地下水などの汚染状況を調査して基準
値以下であれば２年で完了とされるということである。
　　しかし、工事で土を整形した現場を見ると、災害等に
よる土砂崩れなどが懸念されるため、２年後にすぐさま
町が手を引くということではなく、財産区と十分に協議
をしながら進められたい。

⇒　町内小・中学校統廃合などの方向性を検討する場合は、人口の予想推移、出生率、学校施設の大規模
改修の時期を考慮すると同時に、通学方法、老人クラブや地域との交流の場づくりなど、廃校となる地
域のフォローについても検討されたい。

⇒　地域の財産であるため、財産区が納得できるような閉鎖となるよう、十分、心がけられたい。

◆ 総務企画常任委員会
⇒　多目的バス・なんぶ里バス運行事業について（10 月）
⇒　町有地売却事業（遊休地の現況）について（10 月）
⇒　空き家の状況と対策について（10 月）

◆ 産業建設常任委員会
⇒　南部地区公営住宅整備事業（基本計画）に係る現地調査（10 月）
⇒　道路整備計画（道路関連要望の適正管理）について（10 月）

◆ 教育民生常任委員会 ⇒　通学路における危険箇所について（10 月）

なんぶ議会だより

査調

果結

◆  杉沢小・中学校複式学級の授業見学
◆  福地不燃物処理場の現地調査

校長から説明を受ける様子（杉沢小学校）

福地不燃物処理場の現地調査の様子



広報なんぶちょう　11月号 34

　◉  議会傍聴、第 83 回臨時会

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結（
中

央
公
民
館
他
解
体
工
事
）

▽　

統
合
庁
舎
建
設
予
定
地

に
あ
る
、
中
央
公
民
館
等

の
施
設
を
解
体
す
る
た
め

の
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
。

【
請
負
代
金
】　

７
千
４
８
２ 

万
４
千
５
６
０
円

【
契
約
の
相
手
】
株
式
会
社

大
山
建
工　

代
表
取
締
役 

大
山　

重
則　

氏

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

（
中
央
公
民
館
他
解
体
工

事
）

【
問
】　

前
回
と
同
じ
工
事
だ

が
、
入
札
価
格
を
変
更
し

た
理
由
は
。

（
夏
堀
嘉
一
郎
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

解
体
予

定
で
あ
っ
た
カ
ー
ポ
ー
ト

を
移
設
し
、
伐
採
予
定
で

あ
っ
た
樹
木
の
再
利
用
を

検
討
す
る
た
め
、
減
額
し

た
も
の
。

【
問
】　

入
札
で
は
、
４
社
が

同
額
で
く
じ
引
き
と
な
っ

た
が
、競
争
の
観
点
か
ら
、

最
低
価
格
の
決
定
・
公
表

に
関
し
、
町
独
自
の
方
法

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

（
夏
堀
文
孝
議
員
）

【
総
務
課
長
答
弁
】　

職
員
が

研
修
に
参
加
す
る
な
ど
、

様
々
な
方
法
を
検
討
中
で

あ
る
。

※　

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

は
、
欠
席
者
1
人
、
退
席

者
3
人
を
除
く
11
人
に
よ

る
全
会
一
致
で
の
可
決
と

な
り
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）

▽　

黒
星
病
に
関
す
る
放
任

園
対
策
事
業
に
２
２
５
万

円
、
ふ
く
ち
ア
イ
ス
ア
リ 

ー
ナ
冷
却
整
備
エ
ン
ジ
ン

の
故
障
に
伴
う
修
繕
費
に

６
５
８
万
７
千
円
、
名
川

第
８
分
団
の
操
法
全
国
大

会
出
場
費
に
７
０
５
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予

算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
１ 

千
５
８
８
万
７
千
円
を
追

加
し
、
総
額
を
１
０
３
億 

１
千
８
６
４
万
７
千
円
と 

し
た
。

主
な
議
案

議
案
に
対
す
る
主
な
質
疑

福地中学校職場体験（９月３日）
２年　高橋　ロコ　さん
　議会の内容は、正直あまり分かりませんでし
た。でも、町のために定例会議が開催されてお
り、とても有り難いと思いました。

２年　小笠原　　陸　さん
　議員の方々が、真剣に話合いに取り組み、南
部町をもっとより良いものにしようとする姿
に、感動しました。

杉沢中学校職場体験（８月 31 日）
２年　久保田　蓮響　さん
　議会を初めて傍聴して、議員さんたちの　仕
事の大変さがわかった。

２年　村井　大和　さん
　内容は難しかったけど、貴重な体験をするこ
とができて良かった。

統
合
庁
舎
建
設
予
定
地
に
あ
る
中
央
公

民
館
等
の
解
体
工
事
請
負
契
約
を
可
決

福地中学校と杉沢中学校の生徒から議会傍聴の
感想をお寄せいただきました。

第
83
回
南
部
町
議
会
臨
時
会　

10
月
５
日

　

第
83
回
臨
時
会
に
は
、
専
決
処
分
し
た
事
項
の
報
告
及
び
工
事
請
負
契
約
の
締
結
が

上
程
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
全
会
一
致
※
で
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
し
ま
し
た
。

契
　
約

専
決
処
分

議会傍聴の様子（一般質問） 議会傍聴の様子（条例案等審議）



広報なんぶちょう　11月号35

　◉　議会活動報告、議会傍聴、編集後記

　

秋
冷
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
平
成
三
十
年
度
も
半

年
が
過
ぎ
実
り
の
秋
を
迎
え
ま

し
た
。
中
国
地
方
を
襲
っ
た
豪

雨
、
北
海
道
の
地
震
、
各
地
で

多
く
の
災
害
も
発
生
し
ま
し
た
。

　

当
町
も
、
台
風
の
影
響
に
よ

り
避
難
準
備
等
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
が
、
農
作
物
等
の
影
響
は

少
な
く
、
収
穫
に
汗
を
流
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
を
見
て
い
る
と
、
百

年
に
一
度
、
五
十
年
に
一
度
、

こ
の
言
葉
を
耳
に
す
る
こ
と
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も

早
め
の
行
動
を
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委
員　

山
田　

賢
司  

記

編 

集 

後 

記

議会傍聴
　12月定例会を11月30日に開会す
る予定ですので、傍聴にお越しく
ださい。
　なお、傍聴席には限りがありま
すので、議会事務局までお問い合
わせください。☎ 0178-84-2124

三戸郡町村議会正副議長研修会
（９月 14 日）

　三戸郡町村議会議長会が主催する議会改革に
関する研修会が八戸市のきざん八戸で開催され
ました。
　研修会には、南部町議会を代表して、議長、
副議長、３常任委員長が参加し、青森中央学院
大学准教授の佐藤淳氏から、「今なぜ議会改革
が必要か」と題したご講演をいただきました。

八戸圏域連携中枢都市圏勉強会
（９月 25 日）

　八戸圏域連携中枢都市圏形成促進議員連盟が
主催する勉強会が三戸町の住谷野で開催されま
した。
　勉強会では、三戸町のパークゴルフ場などを
見学したほか、総務省自治行政局市町村課長の
望月明雄氏から、「自治体戦略2040構想研究会
と連携中枢都市圏について」と題したご講演を
いただきました。

産業建設常任委員会
（10 月５日）

　産業建設常任委員会は、担当者の説明を受け
ながら、「南部地区町営住宅整備計画」と、町
内会から道路整備要望のあった「平字虚空蔵」
「相内字下在所」「赤石字前ノ平」の現地調査
を行い、整備の費用対効果や優先度などを確認
しました。
※調査結果は、広報２月号に掲載予定です。

教育民生常任委員会
（10 月 16 日）

　教育民生常任委員会は、担当者の説明を受け
ながら「福田小学校前交差点」、「向小学校付
近跨線橋」、「名久井小学校付近（統合庁舎取
り付け道路予定地）」を現地調査した、道幅や
見通し、交通量などの観点から通学路の危険箇
所を確認しました。
※調査結果は、広報２月号に掲載予定です。

なんぶ議会だより
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